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３月11日午後２時７分に誕生した山
やま

﨑
ざき

りらちゃん（城北町）。
その39分後に"あの地震"はやってきました。

白石は多くの被害を受けましたが、多くの方々から多くのご支援をいただきました。
みんなの想いはきっと「希

こ こ ろ

望」に届く─
復興に向けて、１歩ずつ前へ─

伝
わ
る
想
い　

つ
な
が
る
心
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平成23年度「あしたば白石」春の講座（５月～８月）受講生募集！

セルフコンディショニング　水曜日  19:00～20:30  20人
足裏のマッサージや背骨まわりをほぐして、体のゆがみやリンパ
の流れを改善。自分で体調をコントロールするトレーニングです。
①八

や

巻
まき

奈
な み こ

美子先生　② 1,000 円（全回分）
③水分補給、バスタオル３枚、動きやすい服装、運動靴
④ 6/1・6/15・6/29・7/6・7/20・8/3（全６回） 「あしたば白石」の運営を「NPO法人水

みず

芭
ば

蕉
しょう

」に移管しました

夜　の　部 ①講師、②参加費、③持ち物、④開催日（回数）

５月10日（火）8:30～受付開始！　【受付時間】8:30～17:15
申し込み・お問い合わせは、電話または窓口で　　☎２５－５０９５・☎２５－６５９３
※受付初日は、電話がつながりにくい場合がありますのでご了承ください。

太  極  拳　　月曜日　19:00～20:30　15人
ゆったりとした動きと呼吸法でリフレッシュ！　健康維持に最
適です。老若男女問いません。
①上
かみにし

西　則
のり

子
こ

先生　② 1,000 円（全回分）
③水分補給、タオル、動きやすい服装　※運動靴は不要です。
④ 5/30・6/13・6/27・7/11・7/25・8/1（全６回）

卓 球 教 室　　金曜日　19:00～21:00　15人
ラケットの握り方や構え方など、基礎から学ぶ卓球教室です。
老若男女問いません。
①卓球愛好会の皆さん　② 1,000 円（全回分）
③水分補給、タオル、動きやすい服装、運動靴、ラケット（持っ
ている方のみ）
④ 5/20・6/3・6/17・7/1・7/15・7/29（全６回）

昼　の　部 ①講師、②参加費、③持ち物、④開催日（回数）

女性限定！  ピラティス　木曜日　10:30～11:30　20人
ゆっくりと安定した動きと呼吸法で、体のゆがみを改善。質のよい
筋肉で身体を守ります。お腹が引き締まり、すらりと伸びた手足に！
①佐

さ

藤
とう

　順
じゅん

子
こ

先生　② 1,000 円（全回分）
③水分補給、タオル、動きやすい服装　※運動靴は不要です。
④ 6/2・6/16・6/30・7/7・7/21・8/4（全６回）

ルーシーダットン　　月曜日　13:30～14:45　20人
タイ式ストレッチ「ルーシーダットン」。のんびりゆったり、
気持ちよく体を動かすことでいつの間にか体が楽に。美顔効果
まで期待できる、優しく楽ちんなストレッチです。
①佐

さ さ き

々木恵
え み こ

美子先生　② 1,000 円（全回分）
③水分補給、動きやすい服装　※運動靴は不要です。
④ 5/23・6/6・6/20・7/4・7/11・7/25（全６回）

陶　　芸　　土曜日　13:30～15:30　15人
忙しい日常からちょっと離れて、土に親しむことが一番の目
的！　湯飲み・皿・花器など、毎回違う作品をつくります。
①鈴

すず

木
き

　雅
まさゆき

之先生　② 1,000 円（全回分）
③材料代（毎回）2,000 円、エプロン、タオル、新聞紙
※焼き上げは講師が行います。
④ 5/21・6/11・7/9・9/10・10/8・11/12（長期・全６回）

古 典 文 学　　木曜日　10:00～12:00　20人
「今昔物語」「伊勢物語」「土佐日記」などの有名な部分の読解
を通して、昔の人の考え方や感じ方を学びます。
①後

ご

藤
とう

　昭
あきのぶ

信先生　② 1,000 円（全回分）
③筆記用具
④ 5/19・6/2・6/16・6/30・7/7・7/21（全６回）

※「昼の講座」は、無料で託児を行います。１歳～小学３年生までのお子さまで、事前に申し込みが必要です。

■「あしたば白石」の開館日時について
●開館日時　月～土曜日　9:00 ～ 21:00　　　●休館日　日曜日・祝日・年末年始（12月 29日～１月３日）

「あしたば白石」の由来
明日葉は、セリ科の多年草で、「今
日摘み取っても明日には芽を出す」
と言われるほど生命力の強い植物。
「男女がともに“あしたば”のよう
に強く、たくましく、生き生きと活
動していく」との願いがこの施設に
は込められています。

～“明
あした

日葉
ば

”のように元気に生き生きと～

▲水芭蕉の皆さんと風間市長、市担当者で施設の今後の発展を誓いました

NPO法人水芭蕉

井
いの

上
うえ

　哲
さとし

　理事長

利用する皆さまの声を聞き、
創意工夫をしながら元気を発信

　あしたば白石は、震災の影響により若干
の工事は必要ですが、昨年の耐震工事のお
かげで大きな被害はありませんでした。
　この施設をこれからどう活用していく
か？　民間だからこそ、幅広く迅速に対応
できることがあります。利用する皆さまの
声を聞きながら、職員一人一人が「復興に
向けて元気な白石を発信していく」という
気持ちで、創意工夫をしながら会員・利用
者の皆さまとともに頑張っていきたいと思
います。

　

36
年
の
歴
史
を
持
つ
「
あ
し
た
ば

白
石
」。
そ
の
管
理
運
営
を
「
特
定

非
営
利
活
動（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）法
人
水
芭
蕉
」

に
移
管
す
る
こ
と
が
２
月
議
会
で
決

ま
り
、
４
月
１
日
、
そ
の
移
管
式
を

あ
し
た
ば
白
石
で
行
い
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
風
間
市
長
は
、「
民
間

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
用
方
法
を
考

え
て
ほ
し
い
。
復
興
に
向
け
て
、
市

民
の
楽
し
み
を
発
信
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
水
芭
蕉

の
井い
の
う
え上
哲さ
と
し

理
事
長
は
、「
創
意
工
夫

を
し
な
が
ら
、
利
用
す
る
皆
さ
ま
と

と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
今

後
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

あ
し
た
ば
白
石
は
、
昭
和
50
年
４

月
に
「
白
石
市
働
く
婦
人
の
家
」
と

し
て
オ
ー
プ
ン
。
平
成
12
年
３
月
、

施
設
の
愛
称
を
公
募
し
「
あ
し
た
ば

白
石
」
と
決
定
。
平
成
20
年
４
月
の

組
織
再
編
に
よ
り
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
と
統
合
し
ま
し
た
。
主
に
、
施
設

が
主
催
す
る
講
座
や
自
主
サ
ー
ク
ル

の
方
々
に
活
動
の
場
を
提
供
す
る
な

ど
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
施
設
と
し
て

機
能
。
ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が

１
年
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し

て
、「
あ
し
た
ば
白
石
（
働
く
婦
人

の
家
）
ま
つ
り
」
を
開
館
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
の
縮
減
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
新
し
い「
あ
し
た
ば
白
石
」

を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特定非営利活動法人「水芭蕉」
　「市民の皆さんが実施するさまざまな文
化・芸術・スポーツ活動を支援したい」と
いう思いを持った方々が集まり、平成22
年10月18日に設立。事業の推進や支援を
行うとともに、行政とのパートナーシップ
を図りながら市民生活や文化の向上に寄与
することを目的としています。４月１日現
在、社員は11人（賛助会員を募集中）。
　本市が管理を指定するNPO法人として
は、白石スキー場の「不忘アザレア」、精神
障害者小規模通所授産施設ポプラの「白石
うぐいす会」に次いで３番目となります。

つくし
公園

◉

碧水園第二幼稚園

あしたば白石
白石市新館町1-21



　

本
市
の
文
化
や
歴
史
、
豊
か
な
自

然
環
境
、
特
性
を
生
か
し
た
地
域
ブ

ラ
ン
ド
な
ど
、
白
石
の
イ
メ
ー
ジ
に

ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
「
す
ま
ｉ
る
大

使
」
と
し
て
任
命
す
る
事
業
が
ス

タ
ー
ト
。
第
１
号
は
、
白
石
生
ま
れ

の
活
弁
士
「
山
崎
バ
ニ
ラ
」
さ
ん
を

任
命
し
ま
し
た
。
認
定
式
の
後
、
バ

ニ
ラ
さ
ん
と
風
間
市
長
が
碧
水
園
茶

室
で
対
談
し
ま
し
た
。

市
長　

す
ま
ｉ
る
大
使
に
ご
就
任
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

バ
ニ
ラ　

こ
ち
ら
こ
そ
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
長　

バ
ニ
ラ
さ
ん
は
、
白
石
で
お

生
ま
れ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

バ
ニ
ラ　

私
の
祖
父
が
白
石
の
本
町

で
産
婦
人
科
医
を
し
て
い
た
の
で
、

白
石
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
妹
が
生
ま

れ
た
と
き
は
白
石
で
過
ご
し
て
い
た

の
で
、「
市
民
春
ま
つ
り
」
で
山
車

を
引
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
幼
い

こ
ろ
か
ら
祖
父
母
の
も
と
に
遊
び
に

来
て
い
た
の
で
、
白
石
を
ふ
る
さ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

バ
ニ
ラ
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の

は
、
朝
倉
医
院
で
し
ょ
う
か
。
実
は

私
も
そ
こ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

バ
ニ
ラ　

そ
う
な
ん
で
す
か
。
そ
れ

は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
縁
が
あ
り

ま
す
ね
。

市
長　

バ
ニ
ラ
さ
ん
か
ら
み
た
白
石

は
ど
の
よ
う
な
印
象
で
す
か
。

バ
ニ
ラ　

昨
年
、
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
で
ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
時
に
、
白
石

青
年
会
議
所
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
能
な
人
材
が
適
材
適
所
で
働

い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
い

い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
し
た
。

市
長　

白
石
は
、
春
は
「
市
民
春
ま

つ
り
」「
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
」、
夏

は
「
夏
ま
つ
り
」、
秋
は
「
鬼
小
十

郎
ま
つ
り
」「
農
業
祭
」
な
ど
、
四

季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
歴
史
に
結
び

付
け
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
白
石
を

活
気
付
け
る
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

バ
ニ
ラ　

片
倉
小
十
郎
は
戦
国
ブ
ー

ム
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
人

気
が
あ
り
ま
す
。「
鬼
小
十
郎
ま
つ

り
」
な
ど
を
通
し
て
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
に
、
片
倉
小
十
郎
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
新
た

な
白
石
の
活
気
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

白石生まれの活弁士

山崎バニラさん
やまざきばにら　1978年白石生ま
れ。活弁士。声質がヘリウムボイ
スと呼ばれる特徴的な声と大正琴
を弾き語る独特の芸風を確立し、
注目を浴びている。大正琴やピア
ノで弾き語りをするなど新たな形
態の活弁士として活躍。活弁士以
外にも、踊りの振付師、声優、ＴＶ
番組出演などマルチタレントとし
て活躍している。平成22年11月
23日、（社）白石青年会議所主催の
「山崎バニラの愉快な活弁ワール
ドinホワイトキューブ」で初のふ
るさとライブを行った。

市
長　
「
白
石
藩フ
ァ
ン

倶
楽
部
」
を
ご
存

じ
で
す
か
。
会
員
に
は
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
白
石
の
農
産
物
や
米
、
味

噌
、
醤
油
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
お
送

り
し
て
い
る
の
で
す
が
、
バ
ニ
ラ
さ

ん
に
は
、
ぜ
ひ
、
白
石
の
特
産
な
ど

も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

バ
ニ
ラ　

ぜ
ひ
、
白
石
の
特
産
品
な

ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
「
バ
ニ
ラ
こ

け
し
」
を
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

市
長　

伝
統
の
弥
治
郎
こ
け
し
、
そ

し
て
、
バ
ニ
ラ
こ
け
し
の
よ
う
な
新

型
こ
け
し
も
日
本
全
国
に
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ニ
ラ　

祖
母
か
ら
白
石
の
米
や
果

物
な
ど
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。「
白
石
藩
倶
楽
部
」
の
会
員
の

皆
さ
ん
に
届
い
て
い
る
も
の
は
、
私

に
も
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

白
石
の
特
産
な
ど
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
白

石
の
特
産
の
中
で
、
私
は
柿
が
大
好

き
な
ん
で
す
。

市
長　

そ
う
な
ん
で
す
か
。
で
は
、

私
か
ら
バ
ニ
ラ
さ
ん
に
柿
を
贈
り
ま

す
の
で
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
。
最
後
に
、
白
石
市
民
の
皆

さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

バ
ニ
ラ　

私
は
こ
れ
ま
で
白
石
か
ら

元
気
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
今
度

は
私
が
白
石
に
、
た
く
さ
ん
の
ス
マ

イ
ル
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
私
は
無
声
映
画
に
声
を
付

け
る
と
い
う
活
動
写
真
弁
士
を
し
て

い
る
の
で
、
も
っ
と
全
国
で
公
演
を

行
っ
て
、
そ
の
た
び
に
白
石
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

本
市
の
第
五
次
総
合
計
画
で

は
、「
人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活
き

る
交
流
拠
点
都
市
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
お
り
ま
す
。
交
流
が
広
ま

る
よ
う
、
バ
ニ
ラ
さ
ん
に
は
す
ま
ｉ

る
大
使
と
し
て
全
国
に
白
石
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
バ
ニ

ラ
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
大
い
に
飛
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　３月７日、白石市観光大使（愛称すまｉ
い

る大使）初
となる山崎バニラさんへの委嘱状交付式を市役所で開
催。交付式で風間市長は、「平成 22 年 11 月 23 日、白
石青年会議所主催のライブが縁で、その後、青年会議
所からバニラさんを観光大使に任命してはどうかとい
う話があり、検討を重ね今日に至りました。市民の皆
さんもバニラさんを応援していただけることをお願い
します」とあいさつ。続いてバニラさんが、「白石市章
は、片倉小十郎のお姉さんが白石城主である片倉の名
が全国にとどろくようにと、軍旗に黒釣り鐘のマーク
を付けられました。私もそのお姉さんの気持ちになっ
て、白石の名が全国、そして世界に響くよう伝えてい
ければと思っています。そして、 白石市の名産である
『白石和紙』のように、丈夫で長持ちする芸人を目指し
たいです」と話してくれました。バニラさんの任期は
３年。観光ＰＲに務めていただきます。

01  白石青年会議所の皆さん

や佐
さと う

藤善
よしかず

一観光協会長、風間

市長がバニラさんを囲んで記

念撮影　02  バニラさんにこ

けしを手渡す佐
さ さ き

々木功
いさお

工人

4Shiroishi_H23.55 Shiroishi_H23.5

01

02

すまｉ
い

る大使に　白石生まれの活弁士
山崎バニラさんを任命　風間市長と対談
すまｉ

い

る大使に　白石生まれの活弁士
山崎バニラさんを任命　風間市長と対談

すまｉる大使初となる山崎バニラさんに委嘱状を交付
白石城主片倉家の軍旗「釣り鐘」のように、白石の名が全国に響くように！

Smile　Ambassador　Vanilla　Yamazaki

01

02

３月11日の震災直後から、バニラさんは自身のブログ「バニラ日記」やtwitter（ツィッター）で白石の情報を発信。市民の皆さんに
情報を届けるためご支援をいただきました。　●バニラ日記ＵＲＬ　http://y-vanilla.blog.ocn.ne.jp/vanillas_diary/
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Special Topics1

2011.3.11　東日本大震災を乗り越えるために─

「まさか自分たちのまちで起きるとは思わなかった」
緊急地震速報がテレビなどで報じられた、その瞬間─激しい揺れがまちを襲った。
道路は割れ、塀や瓦は崩れ落ち、建物の中のあらゆるものをなぎ倒した。
数分後、まちの様子は一変し、電気・水道などのライフラインは寸断された。
窮地に陥った白石。そのとき、私たちができたこと、できなかったことは？

2011.3.11　東日本大震災を乗り越えるために─

日
本
観
測
史
上
最
大
の
地
震

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
ご
ろ
、
日
本
観
測
史
上
最
大
規
模

の
地
震
が
東
北
、
宮
城
、
そ
し
て
白

石
を
襲
っ
た
。
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
（
昭
和

53
年
の
宮
城
県
沖
地
震
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
４
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

は
数
百
倍
規
模
）。
白
石
市
で
震
度

６
弱
、
栗
原
市
で
震
度
７
、
宮
城
県

内
各
地
や
福
島
、
茨
城
、
栃
木
各
県

で
震
度
６
強
を
観
測
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
地
震
が
も
た
ら
し

た
恐
怖
は
激
し
い
揺
れ
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
地
震
直
後
、
最
大
10
㍍
を

超
え
る
大
津
波
が
沿
岸
部
の
自
治
体

に
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
た
。
気
仙

沼
市
な
ど
で
は
大
規
模
な
火
災
が
発

生
。
福
島
県
大
熊
町
・
双
葉
町
に
あ

る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
が
損
壊
し
、
放
射
性
物
質
が
放
出

さ
れ
た
。

　

気
象
庁
は
、
こ
の
地
震
の
名
称
を

「
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
と
命
名
。
政

府
は
閣
議
で
、
こ
の
地
震
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
津
波
な
ど
の
被
害

を
含
め
て
「
東
日
本
大
震
災
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
し
た
。

　

白
石
市
で
は
約
１
３
、９
０
０
世

帯
が
停
電
。
水
道
も
約
８
、０
０
０

寸
断
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

（気象庁発表）
・震央：北緯38度6分12秒
　　　　東経142度51分36秒
※牡鹿半島の東南東約130㌔付近
・震源の深さ：24㌔ 
・地震の種類：海溝型地震、逆断層型 
・余震回数：震度４以上111回、マグニ
チュード５以上408回（うちマグニチュー
ド６以上68回）※４月12日15時まで

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
深
く
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

世
帯
が
断
水
し
た
。
固
定
電
話
・
携

帯
電
話
も
不
通
と
な
り
、
家
族
・
知

人
の
安
否
確
認
や
地
震
に
関
す
る
情

報
を
収
集
す
る
た
め
の
手
段
も
断
た

れ
た
。
夕
闇
が
迫
る
中
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
断
た
れ
、
断
続
的
に
襲
う
余

震
に
お
び
え
な
が
ら
、
多
く
の
方
々

が
続
々
と
避
難
所
に
避
難
し
た
。

　

避
難
所
は
最
大
で
24
カ
所
開
設
。

12
日
に
は
１
、９
１
０
人
が
避
難
し

た
。
３
月
中
旬
と
は
い
え
夜
は
氷
点

下
ま
で
気
温
が
落
ち
込
み
、
地
震
当

日
は
毛
布
な
ど
の
救
援
物
資
や
暖
房

も
少
な
い
状
況
で
の
生
活
と
な
っ

た
。
寒
さ
と
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な

い
余
震
、
情
報
不
足
が
肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も
体
力
を
奪
っ
て
い
っ
た
。

　

地
震
か
ら
一
夜
明
け
る
と
、
被
害

の
甚
大
さ
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ

た
。
33
年
前
の
宮
城
県
沖
地
震
で
も

地
滑
り
が
あ
っ
た
緑
が
丘
地
区
は
再

び
崩
れ
、
城
南
・
鷹
巣
地
区
と
と
も

に
避
難
指
示
・
避
難
勧
告
が
出
さ
れ

た
。
至
る
所
で
道
路
が
割
れ
、
マ
ン

ホ
ー
ル
が
隆
起
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

倒
れ
、
瓦
が
崩
れ
落
ち
た
。

　

被
害
総
額
は
、
市
が
管
理
す
る
道

路
・
施
設
だ
け
で
も
50
億
円
を
超
え

た
。
市
内
の
住
宅
を
は
じ
め
商
業
や

農
林
業
、
製
造
業
な
ど
へ
の
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
。
ま
さ
し
く
「
史
上

最
大
」
の
被
害
と
な
っ
た
。

白
石
市
史
上
最
大
の
被
害

１_道路が陥没した田町地区　２_国指定天然記念物の材木岩も一部が崩落　３_建物にも大きな被害が　４_道路が崩れた
国道457号　５_漆喰壁が一部崩れた白石城　６_ブロック塀が崩れ落ちるなど被害が大きい南町地区　７_東中学校校庭法

のり

面
めん

が崩落。一部の地域に避難勧告が出された　８_隆起したマンホールが至る所に　９_避難所での生活

●ライフラインの復旧状況（４月20日現在）
・電気（地震時約13,000世帯が停電）→ ３月14日約4,200世帯が復旧→ ３月17日市内全域で復旧
・電話（地震時約13,000世帯が不通）→ 電力復旧によりNTT交換所稼働（1,000世帯断線）→ ３月24日市内全域で復旧
・水道（地震時約8,000世帯が断水）　→ ３月17日約3,000世帯が復旧→ ３月28日市内全域で復旧
　※４月７日の余震で約300世帯が再び断水。４月12日に復旧した。

●避難所の設置状況●人的被害（４月20日現在）
・死者　４名　　・負傷者　20名

●被害額内訳（４月20日現在）
（単位：千円）

区　　分 被　害　額
保育園等施設関係 4,666
市役所関係 15,150
（財）白石市文化体育振興財団施設関係 117,585
コミュニティーセンター関係 21,361
商工観光課施設関係 7,350
市道・河川・水路関係 1,724,000
農業施設関係 46,650
公園関係 83,500
サッカー公園 70,000
沖の沢郡山線関係 280,000
教育施設関係 404,122
上水道関係 231,000
下水道（農集排含む） 2,876,000

総　額 5,881,384

●地震の状況

【小学校】
白石第一小学校、白石第二
小学校、大平小学校
【中学校】
白石中学校、南中学校、福
岡中学校
【高校】白石高等学校
【公民館】
中央公民館、越河公民館、
大平公民館、大鷹沢公民館、
深谷公民館
【その他】
ホワイトキューブ、スポーツ
センター、鷹巣地区コミュ
ニティセンター、白川５区
集会所、東区集会所、斎川
８区集会所、岩崎集会所、
創価学会会館、城南集会所、
上森合集会所、滝上集会所、
旧勤労青少年ホーム

特集特集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特

【白石市内の被害状況】

地震直後、被害状況などの情報収集を行う
白石市災害対策本部（市役所１階ロビー）

１

９８７６５

３２ ４

●

仙台

●

白石
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燃料不足で物流・経済がストップ

情報伝達手段不足

福島原子力発電所問題

余震で被害が拡大、復興の足かせに

ライフライン寸断
　

今
回
の
地
震
は
、
あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
寸
断
し
た
。
電
気
・
電
話
は
市
内

全
域
、
水
道
も
約
６
割
の
世
帯
で
断
水
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
断
続
的
に
襲
う
余
震

の
恐
怖
か
ら
逃
れ
よ
う
と
、
人
々
は
避
難

所
へ
と
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
停
電
の
中

で
の
避
難
所
開
設
は
、
食
料
や
毛
布
な
ど

の
備
蓄
用
品
を
適
正
に
配
分
す
る
た
め
の

避
難
者
数
把
握
を
困
難
に
し
た
。さ
ら
に
、

電
話
が
通
じ
な
い
こ
と
で
本
部
と
避
難

所
、
被
害
個
所
と
の
迅
速
な
連
絡
を
取
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
「
想
定
外
」
の
出
来
事
を
前
に
、
便
利

な
生
活
に
慣
れ
た
私
た
ち
は
、
冬
に
逆
戻

り
し
た
よ
う
な
寒
さ
と
先
の
見
え
な
い
不

安
と
闘
う
日
々
が
続
い
た
。文
字
通
り「
命

綱
」
を
断
た
れ
た
状
態
と
な
っ
た
。

▲信号機も含め市内全域のあらゆる電気がストップ

▲食料や生活用品を買い求めにスーパーなどには長蛇の列

▲仙南仙塩広域水道の本管が再びはずれ断水した

▲ホームページや安心メール、市役所前への掲示での周知

▲私たちの大切な水道水が危険にさらされた

▲ガソリンスタンドには開店前夜から長蛇の列が

　

断
続
的
に
続
く
余
震
は
、
被
害
を
さ
ら

に
広
げ
復
興
へ
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い

る
。

　

４
月
７
日
午
後
11
時
32
分
ご
ろ
に
発
生

し
た
地
震
で
は
、
白
石
で
震
度
５
弱
を
観

測
。こ
の
地
震
に
よ
り
水
道
管
が
破
損
し
、

寿
山
や
緑
が
丘
、
郡
山
、
白
川
な
ど
約

３
０
０
世
帯
が
再
び
断
水
し
た
。
ま
た
、

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
の
ガ
ラ
ス
壁
が
落
下

し
た
り
、
道
路
や
建
物
の
亀
裂
が
広
が
っ

た
り
す
る
な
ど
被
害
が
拡
大
し
た
。

　

し
か
し
、
被
害
以
上
に
心
配
さ
れ
る
の

は
目
に
見
え
な
い
「
人
々
の
心
」
で
あ
る
。

緊
急
地
震
速
報
が
鳴
る
た
び
に
、「
ま
た

あ
の
地
震
が
来
る
の
か
？
」
と
い
う
不
安

に
悩
ま
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
日
々
が
続
け

ば
、
復
興
に
向
け
て
動
こ
う
と
し
て
い
る

人
々
の
心
を
折
り
か
ね
な
い
。
長
期
戦
を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
再

度
、
心
に
と
ど
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

地
震
か
ら
一
夜
明
け
た
３
月
12
日
以

降
、
食
品
、
生
活
用
品
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
を
手
に
入
れ
よ
う
と
各
地
の
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど

に
大
勢
の
人
が
詰
め
掛
け
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
奪
わ
れ
、
移
動
手
段

の
た
め
の
ガ
ソ
リ
ン
調
達
も
ま
ま
な
ら
な

い
、
欲
し
い
情
報
が
な
か
な
か
手
に
入
ら

な
い
、
放
射
線
と
い
う
見
え
な
い
敵
、
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
余
震
│
。
い
く

つ
も
の
「
想
定
外
」
が
重
な
っ
た
今
回
の

大
地
震
。
不
安
や
不
満
を
挙
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
自

分
の
家
の
こ
と
を
後
回
し
に
し
て
活
動
し

た
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
い
た
。
隣
近
所
の
高
齢

者
の
た
め
に
水
や
食
料
を
調
達
し
た
方
々

が
い
た
。「
想
定
外
」
に
立
ち
向
か
う
た

め
に
み
ん
な
が
動
い
た
の
だ
。

　

市
は
、「
正
確
で
有
益
な
情
報
を
ど
の

よ
う
に
迅
速
に
広
く
伝
え
る
か
」
と
い
う

難
題
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
。
市
役
所
や
避
難

所
へ
の
掲
示
、
広
報
車
、
自
治
会
長
を
通

じ
て
の
回
覧
な
ど
で
周
知
を
図
っ
た
が
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
情
報
に
対
応
す

る
こ
と
は
困
難
を
極
め
た
。
そ
れ
で
も
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
す
る
と
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
災
害
関
連
情
報
を
掲
載
し
、

し
ろ
い
し
安
心
メ
ー
ル
で
も
情
報
を
流
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数

は
通
常
の
３
倍
、
安
心
メ
ー
ル
の
登
録
件

数
は
地
震
か
ら
１
カ
月
で
約
20
㌫
増
え

た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
報
道
機
関
も

活
用
し
、
持
て
る
情
報
を
発
信
し
た
。
た

だ
、
そ
れ
で
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

　

情
報
は
安
心
を
与
え
る
た
め
の
大
き
な

手
段
に
な
る
。
伝
達
手
段
を
い
か
に
確
保

し
、
必
要
な
情
報
は
何
か
と
い
う
こ
と
を

も
う
一
度
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

白
石
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
全
力

を
挙
げ
て
い
る
こ
ろ
、
見
え
な
い
恐
怖
が

白
石
に
も
降
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。

今
回
の
地
震
と
津
波
に
よ
り
、
福
島
県
大

熊
町
・
双
葉
町
に
立
地
し
て
い
る
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
損
壊
し
、

放
射
性
物
質
が
放
出
。
福
島
県
の
一
部
地

域
で
は
農
産
物
や
水
道
水
か
ら
も
基
準
値

を
超
え
る
数
値
が
検
出
さ
れ
、
出
荷
制
限

や
摂
取
制
限
が
出
さ
れ
た
。

　

市
で
は
、
宮
城
県
が
管
理
す
る
仙
南
仙

塩
広
域
水
道
「
南
部
山
浄
水
場
」
の
調
査

を
要
請
。
原
乳
や
土
壌
に
つ
い
て
も
調
査

を
行
い
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
・
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
と
も
に
指
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
こ

と
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
災
害
の
大
き
な
問
題
の
一
つ

に
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
軽
油
な
ど
の
燃

料
不
足
が
あ
る
。
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
こ

と
と
、
太
平
洋
側
の
港
湾
施
設
が
津
波
で

損
壊
し
た
こ
と
が
大
き
い
理
由
と
さ
れ
て

い
る
。
市
は
再
三
、
燃
料
の
供
給
を
強
く

要
請
し
て
き
た
が
、
２
週
間
を
過
ぎ
て
も

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
渋
滞
が
と
ぎ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

災
害
復
旧
車
両
を
優
先
さ
せ
た
事
情
も

あ
る
が
、
緊
急
車
両
を
優
先
さ
せ
な
け
れ

ば
復
旧
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
一
般
車

両
に
行
き
渡
ら
な
け
れ
ば
経
済
が
回
ら
な

い
、
物
流
が
回
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

に
陥
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
市
役

所
な
ど
に
は
苦
情
が
相
次
い
だ
。
こ
の
こ

と
は
、
今
後
の
災
害
計
画
を
見
直
す
上
で

重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つのる不安・不満
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「消防団」が初動調査や本部⇌地域のパイプ役として活躍

「自治会・自主防災組織」が地域を牽引

全国から降り注いだ「支援の輪」

白
被災地

石がより大きな被災地を支援

若い力が輝いた「災害ボランティア」

　

地
震
発
生
直
後
、
地
域
の
消
防
団
員
は

い
ち
早
く
被
害
状
況
の
調
査
や
高
齢
者
な

ど
の
安
否
確
認
、
避
難
所
へ
の
誘
導
、
警

戒
な
ど
に
当
た
っ
た
。
翌
日
以
降
も
、
崩

落
危
険
の
あ
る
地
域
の
警
戒
や
崩
落
対
策

と
し
て
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
張
り
、
対
策

本
部
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
彼
ら
の
家
も
被
害
に
遭
っ
て
い

る
。
家
族
も
い
る
。
自
分
の
家
を
後
回
し

に
し
て
「
地
域
の
た
め
に
」
と
奔
走
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
延
べ
約
２
、

０
０
０
人
に
の
ぼ
る
消
防
団
員
が
出
動
。

彼
ら
の
活
動
は
間
違
い
な
く
地
域
の
大
き

な
力
と
な
っ
た
。「
普
段
か
ら
と
も
に
活

動
し
て
い
る
」
と
い
う
安
心
が
住
民
に

と
っ
て
の
精
神
的
支
え
と
な
っ
た
。

今回の地震を教訓に人と人のつながりをより大切に

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
、
消
防
団
と

と
も
に
地
域
を
支
え
た
の
が
、
地
元

の
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
だ
。

　

約
４
３
０
世
帯
が
加
入
す
る
沖
自

治
会
（
高た
か

野の

次つ
ぎ

雄お

会
長
）
は
、
地
震

直
後
に
役
員
が
手
分
け
し
て
各
家
庭

を
見
回
り
、
安
否
を
確
認
し
た
。
そ

し
て
、
最
大
約
２
５
０
人
い
た
福
岡

中
学
校
の
避
難
所
で
炊
き
出
し
を

行
っ
た
ほ
か
、
避
難
所
支
援
の
た
め

に
班
を
編
制
し
常
駐
し
た
。

　

同
自
治
会
は
、
平
成
22
年
６
月
に

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
た
ば
か
り

だ
が
、
結
成
以
前
か
ら
炊
き
出
し
な

ど
の
訓
練
を
行
っ
た
り
、
炊
き
出
し

用
の
大
き
な
釜
な
ど
を
準
備
し
て
い

た
り
し
た
。
ま
さ
に
「
備
え
が
活
き

た
」
形
と
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
自
治
会
も
同
様
に
避

難
所
や
地
区
の
住
民
た
ち
を
支
え

た
。
間
違
い
な
く
地
域
の
力
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
避
難
所
と
な
っ
た
各

地
区
公
民
館
や
各
小
中
学
校
の
職

員
・
先
生
た
ち
も
、
誰
に
お
願
い
さ

れ
る
で
も
な
く
支
援
に
当
た
っ
た
。

　

地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
「
地
域
の

た
め
に
」
と
尽
く
し
た
。
地
域
に
は

い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方
が
住
ん
で
い

る
。あ
る
農
家
の
方
は
米
を
準
備
し
、

あ
る
建
設
業
の
方
は
自
家
用
の
発
電

機
を
避
難
所
に
提
供
し
た
。
こ
れ
が

「
地
域
の
底
力
」
だ
っ
た
。

　自主防災会を発足して１年余りですがよく
やった方だと思います。地域の誰がどういう
設備を持っているかが普段の付き合いで分
かっている。それを最大限利用させてもらい
ました。ただ、各避難所に発電機と燃料は必
要だと感じました。
　また、組織的な役割を作っていても、全員
が白石にいるとは限らない。役員任せではな
く地域の住民みんなが同じ意識の中で動ける
ようにしていくことが必要です。そのために
も、常日ごろの隣近所同士の付き合い、人と
人のつながりが一番重要になってきます。そ

して、一人一人が準備をしておくことです。
　今後、高齢者の方々の管理や防災マップを
整備していくつもりですが、問題になるのが
個人情報保護の壁。過剰すぎるといざという
とき手遅れになる場合もあるので、災害時の
ための対応を検討する必要があります。
　津波はなくても、山崩れや七ヶ宿ダムの決
壊、噴火の可能性はゼロではありません。シ
ミュレーションしておくことも大切です。
　今回の地震を教訓に地域がよりつながって
いければと思います。ぜひ反省会を開いて今
後に生かしていきたいと思います。

「市内商店街・直売所」が活躍

　

震
災
直
後
か
ら
、
白
石
市
に
は
市
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の
支
援
が
届
い
て
い

る
。
企
業
や
個
人
、
自
治
体
か
ら
「
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
す
べ
て
の
面
で
支

援
を
得
た
。
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
北
海
道

登
別
市
や
神
奈
川
県
海
老
名
市
か
ら
は

毎
日
の
よ
う
に
物
資
が
届
い
た
。
友
好

都
市
を
結
ぶ
北
海
道
札
幌
市
白
石
区
か

ら
は
寄
付
金
や
小
学
生
が
書
い
た
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。

　

遠
く
は
福
岡
県
や
長
崎
県
、
熊
本
県

の
自
治
体
か
ら
も
下
水
道
復
旧
の
応
援

隊
が
白
石
を
訪
れ
た
。
白
石
戦
国
武
将

隊
「
奥
州
片
倉
組
」
の
皆
さ
ん
は
、
東

京
都
の
宮
城
ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
で
募
金

活
動
を
行
っ
て
く
れ
た
。

　

白
石
に
限
ら
ず
日
本
全
国
が
、
お
金

に
代
え
ら
れ
な
い
「
人
の
温
か
さ
」
に

包
ま
れ
た
。

　

３
月
18
日
、
白
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
全
国
か
ら
訪
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
応
す
る
た
め
、「
白
石
市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、

が
れ
き
の
片
付
け
や
倒
壊
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
理
、
災
害
で
出
た

ご
み
な
ど
の
整
理
、
室
内
外
の
整
理
・
清
掃
な
ど
の
作
業
に

当
た
っ
た
。
登
録
者
数
は
２
９
０
人
。
そ
の
お
よ
そ
９
割
が

高
校
生
や
大
学
生
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
「
少
し
で
も
役
に
立

ち
た
い
」と
い
う
思
い
を
行
動
で
示
し
た
。こ
の
動
き
は
き
っ

と
、
白
石
の
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

　ライフラインが完全に復旧しない中、より被害が大きい自治体へ
の支援に動いた。（財）白石青年会議所の皆さんが、全国の青年会議所
から集まった支援物資を山元町や亘理町の避難所などへ数日にわ
たって運んだ。福島県南相馬市から原発事故のために避難した方々
には、少しでも元気になっても
らおうと奥州白石温麺協同組合
から白石温麺が提供された。
　非常事態に生まれた「絆」は、
きっと一生のつながりとなって
いくに違いない。 　食糧不足という非常事態で活躍した

のが、市内の商店街や直売所などの小
規模商店だ。品数こそ震災前よりも少
ないものの、独自の流通を生かし懸命
に店を開けた。スーパーやコンビニな
ども建物が被害に遭っている中、駐車
場などを利用して食料や生活用品を販
売した。「少しでも皆さんのもとへ提供
したい」という思いが、店を開ける原
動力となった。

沖自治会長

　高
たか

野
の

　次
つぎ

雄
お

さん

柴
しば

田
た

　しず香
か

さん 吉
よし

田
だ

　翔
しょう

一
いち

さん

　同じ白石でも地域によって被
害が違うと感じました。地震後、
高齢者だけでは片付けなどはで
きない。少しでも役に立って良
かったと思います。

　学校が休みとなり友達もやり
始めたと聞き、自分の家も落ち
着いたので友達を誘って応募し
ました。少しでも人のためにで
きて良かったと思います。

東北学院大学４年 白石工業高等学校３年

１_南三陸町に物資を搬送　２_白石青年会議所の皆さんが山元町を支援　
３_福島県南相馬市からの避難者に白石温麺を提供（やまぶき亭）

１_避難所で会議する沖自治会の皆さん　２_炊き出しを行う大鷹沢地区の皆さん　３_地域の結束の強さを感じた

２ ３１

▲城下広場で野菜などを販売したバーバ工
くらぶ

愛市
いち

１

２ ３



Special Topics1 Special Topics1

12Ganbarou_Shiroishi_H23.513 Ganbarou_Shiroishi_H23.5

市内の幼稚園・小学校で
延期していた卒園式・卒業式を開催たくさんのご支援・ご協力をありがとうございます

　

地
震
当
日
の
午
前
は
市
内
中
学
校

の
卒
業
式
だ
っ
た
。
式
を
終
え
た
生

徒
た
ち
は
、
式
の
余
韻
に
浸
り
な
が

ら
も
家
族
や
友
人
と
と
も
に
新
し
い

人
生
に
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
あ
の
日
を
境
に
白
石
そ
し

て
日
本
全
体
が
一
変
し
た
。

　

そ
れ
で
も
時
は
進
み
、
人
は
前
に

歩
き
続
け
る
。
そ
し
て
感
じ
る
。「
本

当
に
大
変
な
の
は
こ
れ
か
ら
か
も
し

れ
な
い
」
と
…
。

　

白
石
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ

る
か
、
復
興
へ
の
道
は
決
し
て
平
坦

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

白
石
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。
支

援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
た
め

に
も
、
今
こ
そ
「
白
石
力
」
を
見
せ

る
と
き
。
復
興
へ
の
「
想
い
」
は
み

ん
な
に
伝
わ
り
、「
希こ
こ
ろ望
」
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
。

頑
張
ろ
う
白
石
！

頑
張
ろ
う
宮
城
！

頑
張
ろ
う
東
北
！

頑
張
ろ
う
日
本
！

　

心
を
ひ
と
つ
に
一
体
と
な
っ
て
。

10
年
後
の
自
分
に
胸
を
張
れ
る
よ
う

に
、
今
を
生
き
よ
う
│

Never give up ! Shiroishi,Miyagi,Tohoku,Nippon

笑顔あふれる子に成長してほしい
　

３
月
11
日
午
後
２
時
７
分
、
地
震
の
あ
っ
た
お

よ
そ
39
分
前
、
白
石
に
ひ
と
つ
の
命
が
生
ま
れ

た
。
山や
ま
ざ
き﨑
高こ
う

寿じ
ゅ

さ
ん
・
尚し
ょ
う

子こ

さ
ん
（
城
北
町
）
の

次
女
り
ら
ち
ゃ
ん
は
、
家
族
に
温
か
く
見
守
ら
れ

な
が
ら
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
る
。

　

尚
子
さ
ん
は
、「
出
産
後
、
部
屋
に
戻
る
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
中
で
地
震
に
遭
い
ま
し
た
。
す
ご
く

揺
れ
ま
し
た
が
、
看
護
師
さ
ん
が
ベ
ッ
ド
を
押
さ

え
な
が
ら
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
今
思
う
と

『
出
産
中
だ
っ
た
ら
』
ど
う
し
よ
う
か
と
…
。
本

当
に
運
が
良
か
っ
た
で
す
」
と
地
震
直
後
の
様
子

を
話
す
。
そ
し
て
、「
み
ん
な
に
は
『
た
く
ま
し

く
育
つ
ね
』
と
言
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
そ
ん
な
気

が
し
ま
す
ね
」
と
冗
談
交
じ
り
に
話
し
た
後
、「
親

戚
や
友
人
が
、
全
国
か
ら
お
む
つ
な
ど
を
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
続

け
た
。
最
後
に
、「
笑
顔
で
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し

て
い
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
り
ら

ち
ゃ
ん
へ
の
思
い
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

病
院
の
免
震
対
策
と
非
常
用
発
電
の
お
か
げ

で
、
そ
こ
ま
で
の
不
自
由
は
感
じ
な
か
っ
た
と
尚

子
さ
ん
は
言
う
。
し
か
し
、
災
害
時
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
機
関
が
機
能
す
る
た
め
に
、
危
機

管
理
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
は
確
か
だ
。
未
来

へ
つ
な
ぐ
た
め
に
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
を
本

気
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
震
の
影
響
で
、
3
月
15
日
に
予

定
し
て
い
た
市
立
幼
稚
園
の
卒
園

式
、
３
月
18
日
に
予
定
し
て
い
た
小

学
校
の
卒
業
式
を
延
期
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

第
一
幼
稚
園
は
３
月
29
日
、
第
二

幼
稚
園
は
３
月
30
日
に
卒
園
児
と
保

護
者
、先
生
で
卒
園
式
が
行
わ
れ
た
。

第
一
幼
稚
園
の
卒
園
式
で
は
、
樋ひ

渡わ
た
し

佐さ

智ち

子こ

園
長
か
ら
卒
園
児
一
人
一
人

に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
卒
園
児
た
ち
の
元
気
な
歌
声
が

園
に
響
い
た
。

　

小
学
校
の
卒
業
式
は
全
体
で
は
行

わ
ず
、
児
童
と
保
護
者
が
都
合
の
良

い
時
間
に
学
校
を
訪
れ
、
校
長
室
で

卒
業
証
書
を
渡
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

３
月
22
日
、
家
族
で
白
石
第
一
小

学
校
を
訪
れ
た
半は
ん

田だ

久く

み美
さ
ん
（
東

大
畑
）
は
、
校
長
室
で
佐さ

藤と
う

茂し
げ
ひ
ろ廣
校

長
か
ら
卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
た
。

地
震
の
時
は
体
育
館
で
卒
業
式
の
練

習
中
だ
っ
た
。
地
震
か
ら
11
日
後
、

久
美
さ
ん
は
、
友
達
み
ん
な
で
寄
せ

書
き
し
た
色
紙
を
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
先
生
は

涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
。

　

深
谷
小
学
校
で
は
、
卒
業
生
の
保

護
者
た
ち
が
連
絡
を
取
り
合
い
、
時

間
を
合
わ
せ
て
集
合
す
る
こ
と
に
し

た
。
３
月
24
日
午
前
10
時
、
卒
業
生

13
人
が
校
長
室
に
集
ま
り
卒
業
式
が

行
わ
れ
た
。

　

丸ま
る
や
ま山
千ち

か

こ
佳
子
校
長
か
ら
一
人
一
人

に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
一
人
一

人
に
学
校
で
の
思
い
出
と
お
祝
い
の

言
葉
が
送
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
今

回
の
地
震
や
津
波
で
た
く
さ
ん
の
人

が
亡
く
な
り
、
家
も
道
路
も
壊
れ
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
直
す
に
は
み
ん

な
の
力
が
必
要
で
す
。
勉
強
や
部
活

に
励
ん
で
日
本
を
元
気
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
卒
業
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。
式
の
最
後
に
、
６
年
生
を
担
当

し
た
髙た
か
は
し橋
研け
ん
い
ち一
先
生
が
、「
生
き
る

た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
命
で
す
。
そ

の
命
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
卒
業
生
に
話
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
未
来
を
輝
か
せ
る

た
め
の
「
希
望
の
光
」。
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
は
白
石
を
、
そ
し
て
日
本

を
元
気
に
さ
せ
る
。そ
の
た
め
に
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
白
石
を
未
来
へ
残
し

て
い
き
た
い
。

113カラオケ会、330-A地区ライオンズクラブ有志、JAみやぎ仙南農協、NEXCO東日本、
朝日新聞、朝文堂、アツギ、ウエルパーク、北海道登別市、神奈川県海老名市、北海道
札幌市白石区、オーストラリア・ハーストビル市、カキヤ、公立刈田綜合病院、白石警
察署、白石消防署、かまどや、きちみ製麺、加次食品、群馬県、群馬県地域防災センター、
コカコーラ柴田仙南営業所、国際ソロプチミスト海老名、斎藤建設、日本不動産研究所、
蔵王ピクルス、サッポロ一番仙台支店、佐藤こうじや、サンインテルネット、サンヨー
食品、自衛隊、スーパービッグ、みやぎ生協、関谷薬局、セコム、仙加苑、ソニー白石
セミコンダクタ、大上、ダイドードリンコ、高野製麺、高橋建設、東北電力白石営業所、トーカドエナジー、ドコモショッ
プ白石店、ドリームズハート、長野県上田市、ニチレイフーズ、日清食品、日本赤十字社、群馬県沼田市、農林水産省、
八海クリエイツ、ファミリーマート蔵王駅前店、福島県国見町社会福祉協議会、宮城県、宮城県倉庫協会、宗像会計
事務所、メークス、ヤクルト白石センター、山崎製パン仙台工場、ヤマザワ、山田乳業、白石川西堀農園愛護会、雪
印種苗、ヨークベニマル、白石モーター、東海理化、西松屋チェーン、フクダ、富士薬品、大沼焼麩店、神奈川県海
老名市議会、東京都管工事工業協同組合水道局請負工事連、北海道登別市議会、中央特殊興業、聖運寺、海老名市都
市間交流協会、北海道札幌市白石区ふるさと会、首都高電気メンテナンス、大庭スポーツ、川井石油、丸山、羽山自
動車工業、上西産業、平間栄商店、NECトーキン、鎌先温泉旅館組合、小原温泉旅館組合、宮城交通、白石市管工事
業組合、福岡県、福岡県大牟田市、福岡県飯塚市、福岡県大野城市、福岡県直方市、福岡県春日市、長崎県、長崎県
長崎市、熊本県、熊本県熊本市、熊本県八代市、白石市建設職組合、白石市左官組合、宮城建築士会白石刈田支部、仙
南環境公社、白石市医師会、白石歯科医師会、宮城県歯科医師会、宮城県薬剤師会、白石商工会議所、白石青年会議所、
奥州白石温麺協同組合、白石戦國武将隊奥州片倉組、山崎バニラ、森川智之、白石市民生委員児童委員協議会の皆さん、
白石市災害ボランティアの皆さん、各小中学校・高校・公民館の皆さん、各自治会・自主防災組織・消防団の皆さん
※そのほかにも個人の方々から多くのご支援・ご協力をいただきました。記載漏れやお名前に間違いがありまし
た場合はご了承ください。また、敬称は略させていただきました。

（平成23年３月31日現在・順不同）

半
はん

田
だ

　久
く

美
み

さん

東中学校１年（白一小卒）

阿
あ

部
べ

　　翠
みどり

さん

福岡中学校１年（深谷小卒）

　３月18日に本当の卒業式は
できなかったけど、みんなと一
緒に卒業証書をもらえてうれし
かったです。中学校では部活や
英語の勉強を頑張りたいです。

　おじいちゃんちが石巻市で大
変でしたが、無事でよかったで
す。卒業証書をもらうことがで
きてうれしかったです。中学校
では部活を頑張りたいです。

　

地
震
後
す
ぐ
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
こ
と

だ
け
で
な
く
人
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
笑
顔
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
勉
強
し
て
友
達
と
い
っ

ぱ
い
触
れ
合
っ
て
自
分
を
豊
か
に
し
、
す
て
き
な

社
会
を
作
れ
る
人
間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

丸
まる

山
やま

千
ち

佳
か

子
こ

校長

深谷小学校

子どもたちの笑顔で大人を勇気付けて

▲りらちゃんを優しく見つめる尚子さん
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　次のすべての要件を満たすこと
①大規模半壊または半壊の被害を受
けたこと。なお、全壊の場合でも、
応急修理をすることにより、居住
が可能となる場合は対象です。

　市内に居住し、住民登録または外
国人登録をしている方が、自己の住
宅について 20 万円以上の修繕およ
び補修を市内施工業者に発注する場
合に、その経費の一部を助成します。
●対象者
　次のすべての要件を満たすこと
①世帯全員が市税などに滞納がない
②市で実施している他制度の補助
金、助成金、保険給付金を受けて
いない工事
③平成24年３月30日（金）までに修
繕および補修を完了し、完了実績
報告書を提出できる方
●助成金額　助成となる工事経費の
10㌫に相当する額（上限10万円）。
●対象住宅　持ち家で、自己が居住
する個人住宅または併用住宅
●申請に必要なもの
①建物の所有権を証明できる文書の写し
②工事前の住宅状況を明らかにする写真
③工事見積書の写し
④工事の内容を明らかにする図面
問建設課　☎ 22-1326

住宅災害復旧等補助金

区　　分 全  壊 半壊解体 敷地被害解 体
大 規 模
半 壊

基礎支援金

①り災証明書 ○ ○ ○
②解体証明書または滅失登記簿謄本 ○ ○
　敷地被害証明書類（写真など） ○
③住民票（外国人登録済証明書） ○ ○ ○ ○
④預金通帳の写し ○ ○ ○ ○

加算支援金 ⑤契約書等の写し ○ ○ ○ ○

区　　分
 Ａ　基礎支援金
（住宅の被害程度）

Ｂ　加算支援金
（住宅の再建方法）

計　Ａ＋Ｂ

複数世帯
（世帯の構成
  員が複数）

全壊世帯 100 万円
建設・購入 200 万円 300 万円
補修 100 万円 200 万円
賃借 50 万円 150 万円

大規模
半壊世帯

50万円
建設・購入 200 万円 250 万円
補修 100 万円 150 万円
賃借 50 万円 100 万円

単身世帯
（世帯の構成
  員が単数）

全壊世帯 75万円
建設・購入 150 万円 225 万円
補修  75 万円 150 万円
賃借 37.5 万円 112.5 万円

大規模
半壊世帯

37.5 万円
建設・購入 150 万円 187.5 万円
補修 75 万円 112.5 万円
賃借 37.5 万円 75 万円

②応急修理を行うことによって、避
難所などへの避難を要しなくなる
と見込まれること
③応急仮設住宅（民間賃貸住宅を含
む）を利用しないこと

■申請期間
　基礎支援金：平成24年４月10日（火）まで、加算支援金：平成26年４月10日（木）まで

■支給額

●対象者
①納税義務者が死亡したり、生活保
護を受けることになったり、障害
者となったとき
②全壊、大規模半壊と判断された一
定所得以下の方
※半壊でも対象となる場合がありま
す。対象者には別途お知らせします。
●減免の対象　平成23年度の課税額
●申請期間　納期限の７日前まで

市県民税、固定資産税、国民健康保険税、
後期高齢者医療保険料、介護保険料を減免します

　「土地価格等縦覧帳簿」「家屋価格
等縦覧帳簿」の縦覧を延期します。
●縦覧期間　６月１日（水）～30日（木）
※土・日を除く
問税務課　☎ 22-1313

「土地価格等縦覧帳簿」など
の縦覧を延期します

　納付書の発送は６月となります。
問税務課　☎ 22-1313

固定資産税の第１期納期限
を６月末日に変更します

　利用者負担額を、損害などの割合
により減免します。
※給付対象外の食費、居住費を除く。
●対象者　居住する住宅の損害割合
が、り災証明書により 10 分の３以
上と判定された要介護被保険者（要
介護認定を受けている方）など
※保険金などにより補てんされるべ
き金額がある場合を除く。
●申請に必要なもの　介護保険被保
険者証、り災証明書、印鑑
●対象期間　平成 23 年３月サービ
ス利用分から平成 24 年２月サービ
ス利用分まで
問長寿課　☎ 22-1361

介護保険サービス利用料を
減免します

　地震や津波で使用不能・所在不明
となった軽自動車などの平成 23 年
度以降の課税を停止します（使用
可能となった場合は後日課税）。申
請が必要となりますので、詳しくは
お問い合わせください。普通自動
車は大河原県税事務所（☎ 0224-53-
3113）にお問い合わせください。
問税務課　☎ 22-1313

被災した軽自動車など
の課税を停止します

●対象者
①被保険者などが所有する住宅など
の損害金額（保険などにより補て
んされる金額を除く）が 10 分の
３以上で、被保険者などの合計所
得金額が 1,000 万円以下の世帯
②被保険者などが死亡した場合や障
害者になった場合で、一部負担金
の支払いが困難な世帯

国民健康保険医療費の自己負担金を減免します
●申請期間　９月 10 日（土）まで
●対象期間
　申請した日の属する月から３カ月
●申請に必要なもの
　申請書、り災証明書、被保険者証
●減免割合
　①②で減免割合が異なります。詳
しくは、お問い合わせください。
問健康推進課　☎ 22-1362

 ●対象者
　次の①～③のいずれかに該当し、
市民税が減免がされるなど、被保険
者が自己負担金を支払うことが困難
と認められる場合
①被保険者などが所有する住宅など
の損害金額（保険などにより補て
んされる金額を除く）がその住宅、
家財などの価格の５割以上に相当
する額の損害を被ったと認められ
るとき
②被保険者などが死亡した場合や、
障害者になった場合で、一部負担
金の支払いが困難な世帯

後期高齢者医療費の自己負担金を減免します
③世帯主の事業もしくは業務が休廃
止され、損失が生じたまたは失業
したことにより、収入が著しく減
少した場合
●申請期間　災害翌日から１年以内
●減免などの期間
     申請した日から６カ月以内
●申請に必要なもの
　申請書、り災証明書、収入申立書、
被保険者証および関係書類
●減免割合　所得金額などで減免割
合が異なります。詳しくは、お問い
合わせください。
問健康推進課　☎ 22-1362

国民年金保険料を
減免します

※市県民税、固定資産税は６月、国
民健康保険税、後期高齢者医療保
険料、介護保険料は７月に納付書
を送付しますので、納付書送付後
に申請してください。
●申請に必要なもの
　市税減免申請書、り災証明書、印鑑
●減免割合　詳しくは、納付書発送
月の広報紙などでお知らせします。
問税務課　☎ 22-1313

■申請に必要なもの

　保険証の紛失などで、医療機関に
提示できない場合は、氏名、生年月
日、住所、連絡先などを申し出るこ
とにより受診できます。
　また、住家の全半壊、死亡、重篤
な傷病、主たる生計維持者が行方不
明、業務の廃止・休止、失職、原発
事故による避難など、一定の要件に
該当する場合、５月受診分まで、窓
口で支払う一部負担金が猶予・免除
となりますので、医療機関などに申
し出ください。
問健康推進課　☎ 22-1362

保険証を紛失された方へ

　住宅の被害程度応じて支給される
基礎支援金と、住宅の再建方法に応

じて支給される加算支援金の合計額
となります。

■対象者

　住宅の居室、炊事場、便所など、
生活に欠くことのできない部分の破
損個所に限ります。

　地震の被害と直接関係のない部
分、内装工事、家電製品または家具
などは対象外です。

■応急修理の内容

　52 万円（超えた分は自己負担）。

■工事の限度額

　詳しくは、お問い合わせください。

■対象者
　次のいずれかの要件を満たすこと
①住宅が全壊した世帯
②住宅が半壊、または住宅の敷地に
被害が生じ、その住宅をやむを得
ず解体した世帯（住宅の敷地被害
などで解体した場合は「全壊」扱い）

生活再建を支援する「被災者生活再建支援金」

③災害による危険な状態が継続し、
住宅に居住不能な状態が長期間継
続している世帯
④住宅が半壊し、大規模な補修を行
わなければ居住することが困難な
世帯（大規模半壊世帯）

※発行窓口　り災証明・解体証明書：税務課、減失登記簿謄本：法務局

■所得制限など

　避難先の市町村へ避難前にお住まい
の県や市町村からのお知らせをお届け
しますので、ご自身の氏名や避難前の
住所などの情報をお知らせください。
※本人確認のため身分を証明するも
のがあればお持ちください。

問市民課　☎ 22-1312

ほかの市町村から白石市に
避難されている方へ

　岩沼市にある県南浄化センターが壊
滅的な被害を受け、汚水の処理ができ
ない状況です。また、市の下水道設備
も被害を受け流れにくい状況です。
　下水道への排水をできるだけ減らす
よう節水にご協力をお願いします。
問上下水道事業所　☎ 25-5522

節水にご協力ください

問福祉事務所　☎22-1400

応急的な住宅の修理を支援する「住宅の応急修理制度」
問建設課　☎22-1326

被災者支援 Information Express情報などのお知らせ

■被災による特例免除
　住宅、家財、その他の財産について、
おおむね２分の１以上の損害を受け
られた方などは、国民年金保険料が
免除になります。申請が必要となり
ますので、詳しくはお問い合わせく
ださい。
●申請期間　７月 29 日（金）まで
■失業による特例免除
　退職（失業）による特例免除があ
ります。雇用保険受給資格者証など
失業していることを確認できる公的
機関の証明の写しが必要です。
問大河原年金事務所　☎0224-51-3113
　市民課　☎ 22-1312
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Special Topics2

■
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

平成23年度施政方針
～人・暮らし・環境が活きる交流拠点都市づくり～

※施政方針は震災前に表明したものです。見直しが必要な事業などもありますが、早期に震災前の活力を回復させ、さ
らなる市民生活の発展を目指します。

　２月 14 日、第 391 回白石市議会定例会で、風間康静市長が施政方針演説を行い、平成 23 年度の市政
運営の基本的な考え方を明らかにしました。

お
り
、
新
た
に
造
成
さ
れ
る
工
業
団

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
と
し
て
、
通
過

車
両
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
歩
行
者
や
通
学
児
童
の
交
通
安

全
と
快
適
な
生
活
基
盤
を
確
保
し
、

地
域
活
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
て
道
路
改
良
を

行
い
ま
す
。

 

「
感
性
と
人
間
性
」

　

人
と
自
然
、
人
と
暮
ら
し
の
営
み

の
な
か
で
育
ま
れ
る
、
市
民
一
人
一

人
の
個
性
や
感
性
を
大
切
に
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
の
結
い
の
精
神
に

み
ら
れ
る
支
え
合
い
や
助
け
合
い
、

地
域
の
絆
を
再
生
し
て
い
き
な
が

ら
、
人
間
性
豊
か
な
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

「
文
化
を
継
承
」

　

今
に
息
づ
い
て
い
る
豊
か
な
生
活

文
化
、
城
下
町
と
し
て
の
伝
統
文
化

な
ど
を
再
評
価
し
、
次
世
代
に
継
承

し
て
い
き
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
適
合
さ
せ
て
、
白
石
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
（
白
石
ら
し
さ
）
の
形

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
繰
越
事
業
と
し
て
、

小
中
学
校
に
配
置
し
て
い
る
教
育
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
４
１
０
台
の
更
新

を
行
う
と
と
も
に
、
理
科
室
と
兼
用

と
な
っ
て
い
る
深
谷
小
学
校
家
庭
科

教
室
を
新
築
し
、
学
校
教
育
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
性
あ
る
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
英
語
教
育
の
充
実

や
ア
ニ
メ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
の
活
用
推
進
を
図
り
ま
す
。

　　

市
民
一
人
一
人
の
個
性
や
感
性
を

十
分
に
発
揮
し
、
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
と
な
る
よ
う
、
社
会
教
育
施

設
に
お
け
る
主
催
講
座
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通

じ
て
、
市
民
が
生
涯
学
習
に
接
す
る

機
会
を
広
く
設
け
ま
す
。

　

ま
た
、「
生
涯
学
習
の
場
」「
地
域

間
交
流
の
場
」
に
お
い
て
、
市
民
が

一
流
の
音
楽
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞

や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
観
戦
す
る

機
会
を
確
保
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
出
前
）

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
出
演
者

な
ど
と
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
創
出

し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
協
力
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　　

白
石
城
や
す
ま
ｉい

る
ひ
ろ
ば
な
ど

を
主
と
し
た
城
下
町
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
を
活
用
し
、
歴
史
情
緒
を
体
感
で

き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
定
期
的
な
企
画
展
示
会
の
開
催
、

武
家
屋
敷
で
七
草
の
会
な
ど
、
伝
統

行
事
の
再
現
を
行
い
ま
す
。

　

白
石
の
歴
史
、
文
化
の
紹
介
を
通

じ
て
、
市
民
に
は
ふ
る
さ
と
の
誇
り

を
、
ま
た
、
白
石
を
訪
れ
た
方
々
に

は
白
石
の
歴
史
的
魅
力
を
感
じ
る
場

を
提
供
し
ま
す
。

「
安
心
」

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
や
支
援
体
制
を
充
実
し
、

定
住
人
口
（
生
産
年
齢
人
口
）
の
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世

帯
や
要
介
護
者
な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
充
実
し
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に

取
り
組
み
ま
す
。

「
心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
」

　

市
民
の
た
め
の
保
健
・
医
療
・
福

祉
施
策
を
充
実
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
年
齢
を
重
ね
て
も
生
涯

心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
に
身
近
な
地
域
の
支

え
合
い
の
力
を
結
集
し
、
生
き
が
い

と
幸
福
感
を
味
わ
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
定
住

人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
や
支
援
体
制
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
通
院
、
入
院
に
か
か
る

医
療
費
助
成
制
度
や
不
妊
治
療
の
医

療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
」
を
継
続
し
ま

　

雇
用
や
所
得
の
創
出
な
ど
地
域
活

性
化
へ
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
福
岡
深
谷
工
業
団
地
が
３
月

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
最
重
要
課
題
と
し
て

企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

企
業
に
お
け
る
投
資
環
境
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
と
比
較
し

て
、
幾
分
持
ち
直
し
て
は
い
る
も
の

の
、
ま
だ
ま
だ
企
業
の
業
況
判
断
に

は
慎
重
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

本
市
の
優
遇
制
度
や
交
通
イ
ン
フ
ラ

な
ど
企
業
立
地
環
境
の
積
極
的
な

ピ
ー
ア
ー
ル
に
努
め
、
製
造
関
連
企

業
な
ど
の
誘
致
促
進
に
向
け
て
、
私

自
身
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
市
議
会
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
、
宮
城
県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、
情

報
収
集
と
企
業
誘
致
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
な
ど
宮
城
県
と
の
連
携
を
強
め

る
た
め
、
産
業
立
地
推
進
課
に
職
員

を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
岡
深
谷
工
業
団
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
快
適
な
生
活
基
盤
を
確

保
す
る
た
め
、
市
道
鳥
越
線
を
は
じ

め
と
す
る
工
業
団
地
関
連
道
路
を
整

備
し
、
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

●
企
業
立
地
奨
励
金

　

事
業
費
：
２
、０
７
６
万
８
千
円

   

製
造
業
な
ど
を
営
む
企
業
者
が
、

市
内
に
工
場
な
ど
の
新
設
、ま
た
は
、

増
設
に
要
し
た
投
下
固
定
資
産
（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
に
係
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
相
当
す

る
額
を
当
該
企
業
者
に
対
し
て
交
付

し
ま
す
。

●
企
業
立
地
等
に
伴
う
転
入
者
支
援

補
助
金

　

事
業
費
：
60
万
円

   

本
市
へ
の
企
業
の
新
規
立
地
や
事

業
所
な
ど
の
集
約
に
伴
う
転
入
者

が
、
市
内
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
場

合
の
家
賃
の
一
部
に
つ
い
て
、
一
人

に
つ
き
月
額
１
万
円
を
上
限
と
し
て

３
年
度
間
に
限
り
、
当
該
転
入
者
を

雇
用
す
る
企
業
者
に
対
し
て
交
付
し

ま
す
。

●
福
岡
深
谷
工
業
団
地
関
連
道
路
改

良
事
業

　

事
業
費
：
１
億
５
、６
０
０
万
円

   

市
道
鳥
越
線
や
市
道
佐
久
来
１
号

線
、
市
道
田
中
前
１
号
線
は
、
福
岡

深
谷
工
業
団
地
と
国
道
４
号
お
よ
び

深
谷
西
地
区
と
深
谷
東
地
区
を
結
ぶ

基
幹
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
深
谷

小
学
校
へ
の
通
学
路
、
生
活
道
路
と

し
て
も
重
要
な
路
線
で
す
。

　

現
在
も
白
石
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
工

場
な
ど
へ
の
通
勤
車
両
が
増
加
し
て

す
。

　

そ
の
他
に
も
「
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
応

援
事
業
（
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
事

業
）」
を
拡
充
し
、
妊
婦
健
診
14
回

の
助
成
に
加
え
、
新
た
に
ヒ
ト
白
血

病
ウ
イ
ル
ス
｜
１
型
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
｜

１
）
抗
体
検
査
を
追
加
し
ま
す
。

　

保
育
の
充
実
と
し
て
、
３
歳
未
満

児
の
入
所
希
望
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
南
保
育
園
と
西
保

育
園
で
実
施
し
て
い
る
０ゼ
ロ

歳
児
保
育

を
北
保
育
園
に
お
い
て
も
新
た
に
開

始
し
て
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
就
労
の
多
様
化

に
対
応
す
る
た
め
、
深
谷
保
育
園
の

保
育
時
間
を
30
分
延
長
す
る
な
ど
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

保
育
園
、
幼
稚
園
に
か
か
る
多
子

世
帯
に
対
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
な

ど
の
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
な
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
実

施
中
の
４
カ
所
の
ほ
か
、
大
平
地
区

に
お
い
て
も
実
施
し
ま
す
。

　

大
平
地
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
地
域
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
運

営
し
、
地
域
全
体
で
児
童
を
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
地
域
の

高
齢
者
な
ど
幅
広
い
世
代
の
方
と
児

童
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
に
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

　
「
市
民
が
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、

生
き
る
力
を
育
み
、
ふ
る
さ
と
白
石

に
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
」
を
将
来
像

と
し
て
、
市
民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
次
の
世
代
に
誇
り
を

引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
白
石
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
「
人
」

「
暮
ら
し
」「
環
境
」
を
ま
ち
づ
く
り

の
３
つ
の
分
野
と
し
て
位
置
付
け
、

新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　　

柱
と
な
る
政
策
の
基
本
的
な
考
え

方
や
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

・
豊
か
な
感
性
と
人
間
性
を
育
み
、

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ま
ち

・
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、

心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

・
市
民
が
主
役
に
な
っ
て
地
域
を
つ

く
り
、
交
流
を
楽
し
む
ま
ち

・
産
業
の
活
力
を
生
む
新
し
い
価
値

を
創
造
し
続
け
る
ま
ち

・
美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ
、
安
全

で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

東北自動車道白石ＩＣに隣接する福岡深谷に工業
団地を造成

武家屋敷「七草の会」

■
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像

「
第
五
次
白
石
市
総
合
計
画
」

■
企
業
誘
致
が
最
重
要
課
題

■
豊
か
な
感
性
と
人
間
性
を
育
み
、

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ま
ち

●
生
涯
学
習
の
推
進

●
歴
史
文
化
の
継
承
と
創
造

■
主
な
事
業　

企
業
誘
致
関
連

●
将
来
像（
白
石
の
目
指
す
べ
き
姿
）

●
ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の
分
野

●
ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標

●
学
校
教
育
の
充
実

●
子
育
て
支
援
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■
市
民
が
主
役
に
な
っ
て
地
域
を

つ
く
り
、
交
流
を
楽
し
む
ま
ち

■
産
業
の
活
力
を
生
む
新
し
い
価

値
を
創
造
し
続
け
る
ま
ち

Special Topics2 Special Topics2

「
市
民
が
主
役
」

　

市
民
が
主
役
に
な
れ
る
舞
台
を
準

備
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
が
自
ら
の
夢
の
実
現
や
志
を

も
っ
て
主
体
的
に
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
や
る
気
応
援
事
業
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
支
援
を
足
が
か
り

と
し
て
、
包
括
的
な
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
な
ど
、
新
た
な
公
共
の
創
造
に

取
り
組
み
ま
す
。

「
交
流
を
楽
し
む
」

　

市
民
・
企
業
・
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

行
政
な
ど
が
協
働
し
や
す
い
環
境
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

新
た
な
発
見
と
創
造
が
生
ま
れ
、
地

域
づ
く
り
の
醍
醐
味
や
楽
し
み
を
実

感
で
き
る
、
成
熟
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
や
る
気
応
援
事
業
」
を
継
続
し
、

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
広

め
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を

活
用
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
と

し
て
、白
石
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
こ

じ
ゅ
う
ろ
う
く
ん
」
や
「
ポ
チ
武
者

こ
じ
ゅ
ー
ろ
う
」、
ア
ニ
メ
「
白
石

　

平
成
21
年
３
月
策
定
の
白
石
市
障

害
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い
者

の
自
立
に
向
け
た
体
制
の
整
備
に
引

き
続
き
努
め
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
、
生
命
に
か
か
わ
る

安
心
、
安
全
を
保
証
す
る
た
め
、
公

立
刈
田
綜
合
病
院
の
経
営
健
全
化
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
白
石
市
医
師

会
と
連
携
し
た
地
域
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
を

図
る
た
め
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
特
定
健
康
診
査
、
特

定
保
健
指
導
や
平
成
22
年
度
か
ら
開

始
し
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

「
人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
事
業
」
を

継
続
し
、
市
民
の
健
康
増
進
を
目
指

し
ま
す
。

の
妖
精
ぴ
ち
」
な
ど
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の

情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
道
路
の
清
掃
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
を
持
つ
地

域
住
民
や
企
業
の
方
々
と
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
「
し
ろ

い
し
サ
ン
キ
ュ
ー
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
継
続
実
施
し
、
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
や
良
好
な
道
路
環
境

づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

　

登
別
市
、
海
老
名
市
や
ハ
ー
ス
ト

ビ
ル
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
、
札
幌

市
白
石
区
と
の
友
好
都
市
交
流
は
、

白
石
市
姉
妹
友
好
都
市
交
流
協
会
、

白
石
市
国
際
交
流
協
会
を
中
心
に
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
の
交
流
親
善
や
国
際
感
覚

豊
か
な
青
少
年
を
育
成
す
る
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
き
地
区

公
民
館
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
行
う
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
な
ど
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
言
支
援
を

行
い
、
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
五
次
総
合
計
画
の
地

域
計
画
に
お
い
て
各
地
区
が
設
定
し

た
「
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
実
現
す

る
具
体
的
な
支
援
方
策
や
「
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
」
な
ど
の
資
金
的
支
援

の
制
度
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

「
新
し
い
価
値
」

　

今
あ
る
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
農
林
業
や
商
業
、
工
業
、
観

光
等
の
地
場
産
業
を
活
性
化
し
、
地

域
の
雇
用
の
維
持
・
拡
大
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
業
種
の
垣
根
を
越
え
て
、

「
強
み
」や「
弱
み
」を
補
完
し
合
い
、

切せ
っ
さ磋
琢た
く
ま磨
し
な
が
ら
新
し
い
価
値
を

創
造
し
、
市
場
形
成
と
産
業
活
性
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

「
創
造
し
続
け
る
」

　

若
者
が
魅
力
や
働
き
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
開
発

し
、
モ
ノ
づ
く
り
や
観
光
と
結
び
付

け
て
情
報
発
信
し
、
地
産
地
消
・
地

産
外
消
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
白
石
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
や
ブ

ラ
ン
ド
構
築
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　
「
白
石
市
定
住
促
進
奨
励
金
交
付

事
業
」
の
ほ
か
、
平
成
21
年
度
か
ら

開
始
し
た
「
白
石
市
転
入
者
等
支
援

市
営
住
宅
補
助
金
交
付
事
業
」、「
白

石
市
新
婚
家
庭
家
賃
補
助
事
業
」、

「
白
石
市
営
住
宅
第
３
子
世
帯
優
先

入
居
制
度
」
の
３
事
業
、
平
成
22
年

度
か
ら
開
始
し
た
「
企
業
立
地
等
に

伴
う
転
入
者
支
援
補
助
金
交
付
事

業
」
も
、
定
住
・
転
入
促
進
に
効
果

が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
空
き
家
情
報
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
白
石
城
や
武
家
屋
敷
な
ど

歴
史
的
、
文
化
的
魅
力
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

発
信
し
、
定
住
化
の
促
進
、
交
流
人

口
の
拡
大
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」、「
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」、

「
重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業
」、「
地

域
人
材
育
成
事
業
」
を
通
し
て
、
短

期
の
雇
用
・
就
業
な
ど
の
機
会
を
創

出
・
提
供
し
ま
す
。

　

地
元
商
店
組
合
な
ど
が
行
う
中
心

商
店
街
活
性
化
に
関
す
る
事
業
な
ど

に
対
し
、
商
店
街
活
性
化
対
策
助
成

金
を
活
用
す
る
な
ど
、
商
工
会
議
所

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
賑に
ぎ

わ
い

の
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

づ
く
り
研
究
会
」
な
ど
が
行
う
商
品

開
発
提
案
な
ど
の
地
域
活
性
化
策
を

支
援
し
ま
す
。
経
済
対
策
は
、
中
小

企
業
振
興
資
金
に
お
け
る
融
資
限
度

額
２
、０
０
０
万
円
を
維
持
し
、
保

証
料
の
全
額
補
給
を
継
続
し
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
従
事
者
は
、
全
就
業

者
の
６
・
４
㌫
を
占
め
、
農
業
は
本

市
の
重
要
な
基
盤
産
業
で
す
。
し
か

し
、
農
業
所
得
の
減
少
や
離
職
者
の

増
加
、
ま
た
、
担
い
手
の
減
少
・
高

齢
化
な
ど
、
さ
ら
に
は
有
害
鳥
獣
の

被
害
に
よ
り
農
地
の
荒
廃
に
歯
止
め

が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
べ
く
、
地
域
農

業
の
活
性
化
を
支
援
す
る
「
地
域
農

業
い
き
い
き
推
進
事
業
」
を
継
続
し

て
実
施
し
、
地
域
農
業
の
独
自
性
・

多
様
性
を
醸
成
さ
せ
る
こ
と
で
、
新

し
い
形
の
農
業
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
の
所
得
向
上
を
目

標
に
、
農
畜
産
物
の
販
路
拡
大
を
行

え
る
よ
う
、
農
畜
産
物
直
売
所
に
対

す
る
支
援
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
畜
産
物
の
流
通
・
取

引
が
国
際
的
に
標
準
化
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
中
、
農
畜
産
物
の
販
路
拡

大
が
、
自
身
の
高
付
加
価
値
化
や
新

  

離
職
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
非

正
規
労
働
者
、
中
高
年
齢
者
な
ど
に

対
し
て
、
次
の
雇
用
ま
で
短
期
の
雇

用
・
就
業
な
ど
の
機
会
を
創
出
・
提

供
す
る
な
ど
の
事
業
を
実
施
。
こ
れ

ら
の
方
の
生
活
の
安
定
を
図
る
と
と

も
に
地
域
の
雇
用
再
生
の
た
め
に
、

地
域
求
職
者
な
ど
を
雇
い
入
れ
て
行

う
雇
用
機
会
を
創
出
す
る
事
業
を
実

施
し
、
地
域
に
お
け
る
継
続
的
な
雇

用
創
出
を
図
り
ま
す
。

 

●
緊
急
雇
用
創
出
事
業

　

事
業
費
：
２
、８
０
９
万
９
千
円

　

介
護
予
防
等
強
化
事
業
な
ど
９
事
業

　

新
規
雇
用
者
数　

33
人

●
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

　

事
業
費
：
１
、５
１
２
万
６
千
円

　

観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
事

業
な
ど
４
事
業

　

新
規
雇
用
者
数　

８
人

●
重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業

　

事
業
費
：
７
、６
１
２
万
６
千
円

   

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
制
作
に
よ

る
観
光
お
よ
び
地
域
振
興
事
業
な

ど
７
事
業

   

新
規
雇
用
者
数　

39
人

●
地
域
人
材
育
成
事
業

　

事
業
費
：
３
、７
６
５
万
円

　

介
護
雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
な
ど

２
事
業

　

新
規
雇
用
者
数　

14
人

●
市
場
跡
地
活
用
整
備
事
業
補
助
金

　

事
業
費
：
２
、５
０
０
万
円

　

出
荷
が
困
難
と
な
っ
た
中
小
農
業

者
を
救
済
す
る
た
め
に
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
小
十
郎
ま
ち
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
市
地
方
卸
売

市
場
跡
地
を
整
備
し
、
直
売
所
な

ど
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

市
地
方
卸
売
市
場
跡
地
を
整
備
す

る
費
用
の
一
部
を
当
該
法
人
に
助

成
し
、
農
業
を
中
心
と
し
た
市
内

産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム（
ほ
っ
と
住す
ま
い
る居
）

補
助
金

　

事
業
費
：
５
０
０
万
円

   

住
宅
の
安
全
性
や
耐
久
性
、
居
住

性
の
向
上
と
市
内
住
宅
関
連
企
業

を
中
心
と
す
る
地
域
経
済
の
活
性

化
に
資
す
る
た
め
、
市
民
が
所
有

し
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
、
市
内

の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
修
繕
工

事
な
ど
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
「
健
康
で
活
き
活
き
と
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
己
実
現
で
き
る
、
高

齢
者
が
輝
く
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と

し
た
第
４
期
事
業
計
画
（
白
石
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
第
４
期

介
護
保
険
事
業
計
画
）
の
最
終
の
年

で
す
。
環
境
の
整
備
や
介
護
予
防
を

主
と
し
た
自
立
へ
の
支
援
と
権
利
擁

護
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
で
き
る
だ

け
継
続
で
き
る
よ
う
に
、「
生
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
や
「
介
護
予
防
教
室
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ほ
っ
と
き
ゃ
っ
す
る
パ

ス
」
サ
ー
ビ
ス
や
「
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
よ
る
福
祉
の
郷

構
想
を
推
進
し
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
り
ま
す
。

　

高
齢
期
に
な
っ
て
も
自
己
実
現
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
支
援
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

た
な
流
通
体
系
構
築
へ
と
つ
な
が

り
、
６
次
産
業
化
の
推
進
へ
と
発
展

で
き
る
よ
う
、宮
城
大
学
を
は
じ
め
、

農
業
関
係
者
・
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
を
図
り
、
産
業
と
し
て
の
農
業

の
再
興
を
図
り
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
畜
産
物
へ
の

被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

持
続
的
な
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、

「
農
林
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
」

を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

民
間
企
業
と
協
力
し
、
温
麺
な
ど

伝
統
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
ア
ニ
メ

や
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

人
気
の
高
い
片
倉
小
十
郎
公
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
商
品
開
発
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
白
石
城
、
小
十
郎
プ
ラ
ザ

な
ど
で
の
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
通
じ
て
、

新
た
な
購
買
層
を
創
出
す
る
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

●
市
民
活
動
の
支
援

●
製
造
業
の
振
興

TV アニメ「戦国BASARA弐」より
©2010 CAPCOM/TEAM BASARA

■
主
な
事
業　

緊
急
経
済
対
策

雇
用
創
出
関
係

●
高
齢
者
支
援

●
障
が
い
者
支
援

●
地
域
医
療
の
確
立

●
健
康
づ
く
り
支
援

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

●
定
住
化
の
促
進

●
雇
用
の
確
保

●
中
心
商
店
街
の
活
性
化

●
農
林
業
の
振
興
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「
美
し
い
自
然
」

　

白
石
は
白
石
川
や
蔵
王
連
峰
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
美
し
い
自
然
、
田
園

風
景
や
街
な
か
の
掘
割
な
ど
の
美
し

い
景
観
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
自
然
や
景
観
を
地
域
の
宝
と
し
て

受
け
継
ぎ
、
心
癒
や
さ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
安
全
・
快
適
」

　

自
然
災
害
や
犯
罪
被
害
な
ど
の
社

会
的
な
不
安
に
対
し
て
、
地
域
の
支

え
合
い
で
そ
の
抑
制
に
努
め
る
と
と

も
に
、公
的
な
支
援
体
制
を
強
化
し
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
て
き

た
都
市
施
設
と
高
速
交
通
網
な
ど
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
便
利
で
快
適
な
ま
ち
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

防
災
・
防
犯
対
策
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
助
で
あ

る
災
害
へ
の
備
え
の
啓
発
や
共
助
で

あ
る
地
域
住
民
同
士
で
の
助
け
合
い

が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
支
援
や
災
害
想
定

訓
練
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、災
害
に
立
ち
向
か
う
と
き
、

大
き
な
力
を
発
揮
す
る
の
が
消
防
団

で
す
。
本
市
消
防
団
は
、
県
内
屈
指

の
消
防
力
と
機
動
力
を
誇
っ
て
お
り

ま
す
が
、
消
防
団
員
不
足
が
全
国
的

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
自
治

会
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
消
防
団

協
力
事
業
所
の
認
定
を
行
い
団
員
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

　
「
し
ろ
い
し
安
心
メ
ー
ル
」
は
、

防
災
や
防
犯
に
関
連
し
た
情
報
な
ど

を
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
政
と
市
民
が
情
報
の
共
有
を
図

り
、
防
災
、
防
犯
意
識
を
高
め
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
は
、
関
係
機
関
、

関
係
団
体
と
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

交
通
指
導
隊
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

な
ど
を
計
画
的
に
開
催
し
、
交
通
事

故
撲
滅
に
努
め
ま
す
。

　

き
れ
い
で
豊
か
な
水
を
は
じ
め
と

す
る
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
、
地
球
規
模
の
課
題
で

あ
る
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
も
、
環

境
に
配
慮
し
た
「
も
っ
た
い
な
い
運

動
（
し
ろ
い
し
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）」
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
、
市
民
の
環
境
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
推
進
を
図
る
た
め
、

平
成
22
年
度
に
創
設
し
た
「
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事

業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
な
ど
に
御

協
力
い
た
だ
き
リ
サ
イ
ク
ル
報
奨
金

な
ど
の
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
活
動

へ
助
成
し
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
快
適
な
市
民
生
活
の
向

上
と
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
図
る
設
置

助
成
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　　

新
規
事
業
と
し
て
、
市
民
が
所
有

し
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
、
市
内
の

施
工
業
者
を
利
用
し
て
修
繕
工
事
な

ど
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
「
ほ
っ
と
住す
ま
い
る居
事

業
」
を
創
設
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
住
宅
の
安
全
性
、
耐
久

性
や
居
住
性
の
向
上
、
市
内
住
宅
関

連
産
業
を
中
心
と
す
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　　

朝
夕
の
混
雑
が
慢
性
化
し
て
い
る

田
町
交
差
点
付
近
の
渋
滞
緩
和
を
図

る
た
め
工
事
を
行
っ
て
い
た
「
沖
の

沢
郡
山
線
」
が
３
月
に
完
成
し
、
移

動
の
利
便
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
や

子
ど
も
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
確

保
す
る
た
め
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
な
が
ら
、
効
率
が
よ
く
、
効

果
的
な
市
民
バ
ス
や
市
民
タ
ク
シ
ー

の
運
行
を
行
い
、
便
利
で
快
適
な
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
も
持
続
可

能
な
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
、
引
き
続
き

「
白
石
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画（
集

中
改
革
プ
ラ
ン
）【
改
訂
版
】」
に
基

づ
き
、
業
務
効
率
化
、
歳
入
確
保
、

歳
出
削
減
な
ど
、
よ
り
一
層
の
行
財

政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
「
あ
し
た
ば
白

石
」
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
。

新
た
に
市
民
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
同
施
設
の
管
理
運

営
を
委
ね
る
の
を
始
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
育

成
・
支
援
を
図
り
、
行
政
と
市
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
補
完
し

合
う
、「
成
熟
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

行
政
の
透
明
性
向
上
と
職
員
の
意

識
改
革
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
き
た
「
事
務
事
業
評
価
」

は
、
評
価
対
象
や
指
標
な
ど
の
改
良

に
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
評
価
を

実
施
し
、
第
五
次
総
合
計
画
や
予
算

編
成
な
ど
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
行

し
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
健
全
財
政

に
努
め
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会
と

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
対
応

し
、
雇
用
確
保
の
た
め
の
企
業
誘
致

や
、
子
育
て
支
援
対
策
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
直
面
す
る

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
邁ま
い
し
ん進
し
ま

す
。

　

現
在
、
地
元
農
家
の
販
路
確
保
と

地
域
産
業
の
振
興
の
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
小
十
郎
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ
れ
、
旧
白
石
市

地
方
卸
売
市
場
で
賑
わ
い
を
創
出
し

て
い
る
ほ
か
、
白
石
の
歴
史
資
源
に

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
金

　

事
業
費
：
１
２
５
万
９
千
円

大
平
地
区
に
大
平
公
民
館
運
営
会

議
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
運
営
す

る
「
大
平
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

が
４
月
か
ら
開
設
。
市
で
は
、
保

護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
昼
間
の

家
庭
に
お
い
て
保
護
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
大
平
小
学
校
に
通

学
す
る
登
録
児
童
に
、
小
学
校
の

余
裕
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
放
課

後
に
児
童
が
安
心
し
て
活
動
で
き

る
場
を
確
保
し
、
児
童
の
健
全
育

成
と
保
護
者
の
就
労
支
援
を
図
る

た
め
、
運
営
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

●
白
石
市
観
光
大
使
設
置
費

　

事
業
費
：
20
万
円

本
市
の
文
化
、
歴
史
、
豊
か
な
自

然
環
境
、
特
性
を
生
か
し
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
や
観
光
情
報
を
広
く
紹

介
し
、
本
市
の
観
光
振
興
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
白

石
市
観
光
大
使
を
設
置
し
ま
す
。

●
市
民
タ
ク
シ
ー
事
業

　

事
業
費
：
２
１
７
万
６
千
円

公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
い
て
、

市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
の
利
用

や
通
院
、
中
心
商
店
街
利
用
の
た

め
の
交
通
手
段
と
し
て
、
地
域
内

拠
点
と
城
下
広
場
間
を
乗
り
合
い

に
よ
る
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
の
路
線
に
加
え
て
、
要
望

の
あ
る
地
域
と
ル
ー
ト
や
運
行
時

刻
な
ど
で
合
意
形
成
が
な
さ
れ
た

「
小
久
保
平
線
」「
小
下
倉
線
」「
大

平
坂
谷
線
」
の
３
路
線
の
試
験
運

行
を
実
施
し
ま
す
。

　

近
年
の
歴
史
ブ
ー
ム
に
よ
り
片
倉

小
十
郎
公
が
全
国
的
に
認
知
さ
れ
、

多
く
の
観
光
客
が
来
白
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
昨
年
は
白
石
戦
國
武
将

隊
「
奥
州
片
倉
組
」
が
結
成
さ
れ
る

な
ど
、
戦
国
観
光
と
称
さ
れ
る
分
野

も
観
光
素
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
蔵
王
山
麓
自
然
観
光
、
温

麺
な
ど
の
「
食
」、
鎌
先
・
小
原
温

泉
な
ど
の
「
泊
」
と
の
連
携
を
強
く

し
た
テ
ー
マ
性
あ
る
観
光
ル
ー
ト
化

を
推
進
し
、
ま
た
、
四
季
折
々
の
イ

ベ
ン
ト
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

盛
り
上
げ
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

鬼小十郎まつり

■
美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ
、

安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

■
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

推
進

■
人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活
き

る
交
流
拠
点
都
市
へ

　東日本大震災は、今までに経験したことがない大惨事で
あり、本市においても最大２千人の市民が避難所生活を余
儀なくされました。また、公共施設なども甚大な被害を受
け、復旧までの道程は遠い状況にあります。しかし、ご支
援くださった皆さまの善意に報いるためにも、４月１日、
復興対策室を設置し、復興に向け取り組んでいくことにし
ました。これからも白石市、宮城県、東北の復興に向けて、
全力を尽くしてまいりますので、市民の皆さまのご理解、
ご協力をお願い申し上げます。

白石市長　風間　康静

魅
せ
ら
れ
た
白
石
戦
國
武
将
隊
「
奥

州
片
倉
組
」
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、

「
共
汗
・
共
学
・
共
生
」
の
精
神
が

芽
生
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
安
定
的
な
暮
ら
し
の
実
現

と
持
続
的
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
、

こ
の
芽
を
大
き
く
育
み
な
が
ら
、
白

石
市
の
施
設
や
豊
か
な
自
然
環
境
、

歴
史
・
伝
統
、
生
活
文
化
な
ど
の
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
人
・
暮
ら
し
・

環
境
が
活
き
る
交
流
拠
点
都
市
を
形

成
す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
人
口
を
拡

大
し
、
地
域
の
活
力
と
賑
わ
い
を
創

出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
と
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
市
行
政
全
般
に
対

す
る
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

白石戦國武将隊「奥州片倉組」に10人目のメンバーに「阿
お

梅
うめ

姫」
が認定！　白石城の前で政宗公、景綱公とともに記念撮影

●
交
流
人
口
の
拡
大

●
防
犯
・
防
災
対
策
の
充
実

●
環
境
対
策
の
推
進

●
住
環
境
の
整
備

■
主
な
事
業　

子
育
て
支
援

　

観
光
振
興
・
地
域
交
通

●
道
路
の
整
備

●
交
通
網
の
整
備

●
行
財
政
改
革
の
推
進

●
事
務
事
業
の
効
率
的
な
評
価
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Special Topics2

平成23年度一般会計予算は平成23年度一般会計予算は

１１３２３２億５，５９６万１千円億５，５９６万１千円
 　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市

税
は
厳
し
い
経
済
情
勢
を
反
映
し
、

前
年
度
と
比
較
し
て
８
・
９
％
、

３
億
５
、０
１
５
万
２
千
円
減
の

35
億
７
、１
９
６
万
５
千
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
一
番
大
き
い
割
合
を
占

め
て
い
る
地
方
交
付
税
は
全
国
ベ
ー

ス
で
前
年
度
比
２
・
８
％
の
増
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
交
付

実
績
な
ど
を
考
慮
し
て
前
年
度
と
同

額
の
42
億
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

財
源
が
不
足
す
る
こ
と
か
ら
、
市

の
貯
金
に
当
た
る
財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
、
都
市
整
備
基
金
な
ど
か

ら
12
億
５
、４
１
２
万
７
千
円
を
取
り

崩
し
て
繰
り
入
れ
す
る
な
ど
厳
し
い

財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
と
は
、
地
方
公
共
団
体

が
自
主
的
に
収
入
す
る
財
源
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
市
税
、
分
担
金
負
担

金
、
使
用
料
手
数
料
、
財
産
収
入
、

寄
付
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収

入
が
こ
れ
に
当
た
り
、
歳
入
予
算

に
占
め
る
割
合
は
、
42
・
７
％
で

56
億
６
、４
８
５
万
１
千
円
に
な
り

ま
す
。
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
５
億
３
、２
９
１
万
３
千
円
減
少

し
、
割
合
も
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
は
、
本
市
の

市
税
収
入
の
減
収
に
と
ど
ま
ら
ず
、

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
な
ど
財

政
負
担
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
【
改
訂
版
】
に
基

づ
き
、
経
常
経
費
の
徹
底
的
な
削
減

に
努
め
て
、
市
民
生
活
に
必
須
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る

た
め
の
事
業
費
に
つ
い
て
は
確
実
に

予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
五
次
白
石
市
総
合
計
画

に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
目

標
ご
と
に
体
系
化
し
た
政
策
を
推
進

す
る
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
の
割
合
が
最
も
高
く
全
体

の
32
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
や
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
、
広
域
連
合
へ
の
負

担
金
や
特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
後

期
高
齢
者
医
療
費
関
係
費
、
受

給
者
が
増
加
し
て
い
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
の
扶
助
費

が
増
加
し
て
前
年
度
比
13
・
７
％
、

５
億
１
、４
５
３
万
７
千
円
増
加
し

て
42
億
５
、９
０
８
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計
歳
出

●
目
的
別
歳
出

●
自
主
財
源

前年度に比べて４．８％の増加。７年ぶりのプラス予算
　一般会計、特別会計、企業会計を合わせた平成23年度予算総額は236億6,309万3千円で、前年度当初
予算額と比較すると3.2％、7億4,396万1千円の増額となっています。うち一般会計は132億5,596万1千
円で、前年度と比較すると4.8％、6億176万4千円の増額となり、実質規模では７年ぶりのプラス予算と
なりました。
 　なお、一般会計予算の内容については、本市のホームページでもご覧いただけます。
●ホームページURL　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/zaisei/yosan/index.html

問財政課　☎２２－１３３２

【一般会計】
　市の会計の中心となるもので、市行政運営の基本的な経費を計上した会計です。市税などを財源として、
社会福祉や環境保全などの事業のほか、学校や道路、住宅などの整備を行います。

依存財源
75億9,111万円

自主財源
56億6,485万1千円

義務的経費
64億4,021万6千円

投資的経費
3億9,828万4千円

市税
35億7,196万5千円
（26.9％）

地方交付税
42億円
（31.7％）

国県支出金
20億8,281万円
（15.7％）

使用料・手数料
1億9,646万8千円
（1.5％）

諸収入
5億1,164万2千円
（3.8％）

繰入金
12億5,412万7千円
（9.5％）

その他
1億3,064万9千円
（1.0％）

市債
6億0,880万円
（4.6％）

その他
6億9,950万円（5.3％）

その他
6億9,950万円（5.3％）

歳入
132億5,596万1千円

歳出
132億5,596万1千円

その他
9億1,116万9千円（6.8％）

その他
9億1,116万9千円（6.8％）

繰出金
13億6,014万円
（10.3％）

物件費
20億4,108万9千円
（15.4％）

補助費等
21億506万3千円
（15.9％）

災害復旧事業費
700万円
（0.1％）

普通建設事業費
3億9,128万4千円
（2.9％）

公債費
15億8,480万7千円
（11.9％）

公債費
15億8,480万7千円
（11.9％）

扶助費
19億8,262万8千円
（15.0％）

人件費
28億7,278万1千円
（21.7％）

民生費  42億5,908万3千円（32.1％）
・子ども手当　　　　　　 6億9,602万2千円
・保育園などの管理運営や子育て支援費
　 　　　　　　　　　　　5億9,585万5千円
・後期高齢者医療費　 　　5億3,990万7千円
・介護保険特別会計繰出金 4億8,790万5千円
・障害者自立支援費　 　　4億4,423万8千円
・生活保護費　 　　　　　4億2,077万9千円
・国民健康保険特別会計繰出金
　 　　　　　　　　　　　3億3,231万7千円
・児童扶養手当給付費　 　1億8,014万8千円
・乳幼児・心身障害児者医療費助成事業
　　　　　　　　　　　　　　1億3,685万円

衛生費  19億6,533万円（14.8％）
・予防接種事業　　　　　　1億352万3千円
・各種検診事業　　　　　　1億234万5千円
・母子保健（赤ちゃん誕生応援）事業
　　　　　　　　　　　　　　3,593万6千円

総務費  17億8,448万円（13.5％）
・白石市議会議員選挙費　　　4,708万2千円
・市民バス運行管理事業　　　3,906万5千円

公債費  15億8,480万7千円（11.9％）

教育費  11億2,839万6千円（8.5％）
・学校給食センターの管理運営　2億8,009万3千円
・公民館・図書館などの管理運営　1億5,781万5千円

土木費  10億3,353万5千円（7.8％）
・地方道路整備事業　 　　1億7,851万5千円
・住宅リフォーム（ほっと住居）事業 　　　　500万円

商工費  4億7,288万1千円（3.6％）

消防費  4億262万円（3.0％）

農林水産業費  3億9,913万円（3.0％）

議会費  1億7,430万9千円（1.3％）
その他  5,139万円（0.5％）

■目的別グラフ

　

ま
た
、
衛
生
費
は
白
石
市
外
二

町
組
合
負
担
金
等
の
増
額
や
子
宮

頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
な
ど
に
よ
り
、
21
・
４
％
、

３
億
４
、
５
９
３
万
７
千
円
増

加
し
て
19
億
６
、５
３
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
土
木
費

は
、
沖
の
沢
郡
山
線
街
路
事
業
の

終
了
な
ど
に
よ
り
、
20
・
３
％
、

２
億
６
、２
８
６
万
５
千
円
減
少
し

て
10
億
３
、３
５
３
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

75
億
５
、５
０
９
万
８
千
円

　

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
一
般

の
歳
入
歳
出
と
区
分
し
て
経
理
す
る

会
計
で
す
。

　

本
市
で
は
３
つ
の
特
別
会
計
を
設

け
て
い
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

41
億
５
、８
９
８
万
４
千
円

自
営
業
な
ど
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
病
気
、
け

が
の
治
療
な
ど
に
必
要
な
保
険
給

付
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

30
億
２
、４
６
２
万
４
千
円

　

介
護
認
定
を
受
け
た
方
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
給

付
や
、
介
護
予
防
事
業
な
ど
を
行

う
た
め
の
会
計
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　
　

　

３
億
７
、１
４
９
万
円

　

75
歳
以
上
の
方
の
医
療
給
付
は
、

広
域
連
合
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
に
徴
収
し
た
保
険
料
を
広

域
連
合
へ
納
付
す
る
た
め
の
会
計

で
す
。

　

28
億
５
、２
０
３
万
４
千
円

　

独
立
採
算
を
基
本
と
し
、
地
方
公

営
企
業
法
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
適

用
さ
れ
る
公
営
企
業
の
会
計
で
す
。

●
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
支
出

　

９
億
４
、９
８
９
万
円

　

資
本
的
支
出

　

２
億
２
、１
０
０
万
８
千
円

水
道
関
係
の
各
種
手
続
き
、
水

道
施
設
の
敷
設
や
維
持
管
理
な

ど
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

●
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
支
出

　

８
億
６
、１
５
１
万
９
千
円

　

資
本
的
支
出

　

８
億
１
、９
６
１
万
７
千
円

家
庭
、
工
場
の
排
水
に
よ
る
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
の
公

共
下
水
道
事
業
や
、
農
業
用
水

の
水
質
保
全
の
た
め
の
農
業
集

落
排
水
事
業
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す
。

平成23年度

市民１人当たりの市税負担額（※）
9万4,634円（前年度比  －8,126円）

平成23年度

市民１人当たりが受けるサービス額（※）
35万1,198円（前年度比  +1万9,650円）

■
特
別
会
計

■
企
業
会
計

※人口37,745人（H23.1.31現在住民基本台帳）で除して算出したものです。

※現在、東日本大震災で被災された方への生活支援や震災からの復興を最優先に、市長の専決処分により
　３億円を超える予算を増額し、災害救助事業や災害復旧事業に対応しています。

■
一
般
会
計
歳
入



直径22㌢の土俵で「はっけよい！」
放課後児童クラブ「紙相撲大会」

自分が歩く道だから、少しでもきれいでありたい
しろいしサンキューロード・プログラム

感謝の気持ちを込めて料理を振る舞う
大平小卒業感謝の会

沖縄の熱く優しい音色を表現！
白石高校エイサー隊が本場の団体と共演

▲うどんの生地をめん棒で伸ばす児童たち

▲幕下の優勝決定戦（右が優勝した半沢直也くん）

▲市道白鳥１･２号線の約400㍍の清掃活動を行う予定

▲息もピッタリ！　練習の成果を発揮しました！

　２月12日、沖縄の伝統舞踊「エイサー」を授業で学ぶ
白石高校１年生36人が、中央公民館で開催された「創作
エイサー隊炎舞太鼓」（上里好博代表）の白石公演に出
演しました。エイサーは、旧白石女子高校で平成19年度
から授業に採用。平成20年度から上里さんを講師に迎え、
統合後も女子の必修体育で踊り、選択音楽の授業で沖縄
の伝統楽器「三線」を学びました。昨年12月にはクラス
対抗の発表会も行い、上里さんから出演の依頼があり実
現しました。生徒たちは公演のオープニングで登場。約
400人の観客の前で堂々と踊り、会場を盛り上げました。

　２月17日、白石第一小学校・第一児童館放課後児童ク
ラブの「紙相撲大会」千秋楽が行われました。平成18年
から始まり今年で５回目を迎えたこの大会。１・２年生
は幕下、３～６年生が幕内となり１月17日から対戦を続
けてきました。
　第一小での千秋楽は、幕下が１年の半沢直也くんと
櫻田晴己くんが10勝同士、幕内が３年の大庭望鈴さんと
永倉秀涼くんが11勝同士で対戦。土俵を囲む子どもたち
が「頑張れ！」と声援を送る中、幕下は半沢直也くん、
幕内は永倉秀涼くんが見事優勝を飾りました。

　２月17日、「卒業感謝の会」が大平小学校で開催され
ました。この会は、卒業を間近に控えた６年生15人が家
族や学校行事でお世話になった地域の方に手料理を振る
舞って感謝の気持ちを表す恒例行事。児童たちはへルス
メイト白石（立田ふぢ子会長）のメンバーの指導を受
け、中力粉と塩水を混ぜ合わせて生地を作り、めん棒
で伸ばして包丁で切るなど、慣れない料理に苦戦しな
がら、約50人分の手打ちうどん作りに挑戦。その後、
野菜たっぷりの２種類のうどんにして、出来たてのモ
チモチうどんを食べながら会食を楽しみました。

　「しろいしサンキューロード・プログラム」サポータ
ーに、新しく「（株）ニチレイフーズ白石工場」が認定さ
れました。この事業は、市道の美化活動などを積極的に
行うボランティアの方々を支援する仕組みとして、平成
18年４月から始まり、これまで11団体が認定され、12番
目の認定となります。
　２月22日に市役所で行われた認定式には、伊藤照夫工
場長と佐野宏総務グループリーダーが出席。風間市長か
ら認定書が交付され、出席者全員が市道の美化に向けて
決意を新たにしました。

うえざとよしひろ

たつ　た　

さんしん

はんざわなお　や　

さくら だ　はる　き　

ながくらしゅうすけ

おお　ば　　み　すず

　い　とうてる　お　

さ　の ひろし

ひな人形とともに心温まる空間を
壽丸屋敷ひなまつりコンサート

合言葉は「ダメ。ゼッタイ」
小原中学校で薬物乱用防止教室

▲ひな人形とともに歌や語りを楽しむ観客

▲社会全体の問題として正しい知識を身に付けましょう

　２月24日、白石益岡ライオンズクラブ（糠澤誠会長）
主催の「薬物乱用防止教室」が小原中学校（佐藤博校
長）で開催されました。この活動は、薬物に対する正し
い知識を身に付けてもらおうと、同クラブが平成19年か
ら小中学校や高校で開催。この日は、講師の富岡和弘さ
んが生徒や保護者などに、スライドを使いながら分かり
やすく説明し、参加者は熱心に耳を傾けていました。同
教室は、学校や団体からの申し込みを受け開催。講師の
交通費や謝金などは不要です。詳しくは宮城県仙南保健
所（☎0224-53-3119）にお問い合わせください。

　２月27日、ひな人形がきれいに飾られた壽丸屋敷の大
広間で「ひなまつりコンサート」が開催されました。
　白石まちづくり（株）と昔むかしを伝える会が共催した
このコンサート。白石市の佐藤美佐子さんと大河原町の
雲走範子さんが童謡や歌謡曲などおなじみの曲を歌った
り、民話などを語ったりと、約70人の観客は心温まる空
間を楽しみました。
　コンサートの後は、折り紙でのひな人形づくりを楽し
んだり、ホワイトカレー温麺を味わったりして、子ども
から大人まで「桃の節句」を楽しみました。

ぬかざわまこと

とみおかかずひろ

　さ　とうひろし

　さ　とう み　さ　こ

くもそうのり　こ　

Topics まちかど　  ームイン！ズ

樋
ひ

口
ぐ ち

ときえさん（南町二丁目）・日
く さ か

下ツクヨさん（沢目）が元気に100歳を迎えました

　元気に満100歳を迎えた樋口ときえさんと日
下ツクヨさん。風間市長がお二人を訪ね、祝詞
と松竹梅敬老祝金を贈りご長寿を祝福しました。
　２月28日に満100歳を迎えたときえさん。大和
町に生まれ、結婚後は４人のお子さんを育てま
した。小学校教員を務められたあとは、さまざ
まなボランティア活動などでご活躍されたとき
えさん。「人との交わりと対話を大事にして、毎
日、目標をもって暮らしています」「自分ででき
ることは自分でやるという精神で積み重ねた活
動が100歳を導いてくれました。感謝の気持ちで
生活しています」と笑顔で話してくれました。
　３月７日に満100歳を迎えたツクヨさん。越河
に生まれ、結婚後は下駄屋を切り盛りしながら、
８人のお子さんを育てました。庭の手入れが日
課で、「お客さまが来るから」と前日にも庭の枯
れ葉拾い。「規則正しい生活をして自然体で過ご
すこと」と、長寿の秘けつを話してくれました。
裁縫が得意で、子どもの嫁入り道具に着物をプ
レゼントしたことも。この日はご自身で仕立て
た着物を着て、ご家族と一緒にお祝いしました。
　これからも元気でお過ごしください。

　「人との交わりを大切に」
　　　　　樋口　ときえさん

「自然体で規則正しく」
　　　日下　ツクヨさん

▲贈呈された袈裟をまとい笑顔のときえさん ▲ご自身作の着物を着て笑顔のツクヨさん
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生活環境課　☎22－1314

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

ペットボトル
（第１曜日）

びん類
（第２・第５曜日）

缶
（第３・第５曜日）

その他のプラスチック
（第３曜日）

もやせないごみ
（第４曜日）

紙　　類
・

容器包装プラスチック

火 月 金 木 金 月 水

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

５月のごみ収集日程は下記の通りです。ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆５月のごみ収集日予定表（日付は５月の収集日です。６月上旬の収集日も掲載しています）

 3日（火）
(6/7)

 2日（月）
(6/6)

 6日（金）
(6/3)

 5日（木）
(6/2)

 6日（金） 
(6/3)

 2日（月）
(6/6)

 4日（水）
(6/1)

10日（火） 9日（月） 13日（金） 12日（木）  13日（金） 9日（月） 11日（水）

17日（火） 16日（月） 20日（金） 19日（木） 20日（金） 16日（月） 18日（水）

31日（火） 30日（月） 30日（月）

31日（火） 30日（月） 30日（月）

17日（火） 16日（月） 20日（金） 19日（木） 20日（金） 16日（月） 18日（水）

24日（火） 23日（月） 27日（金） 26日（木） 27日（金） 23日（月） 25日（水）

3・10・17・
24･31 (6/7)

2・9・16・
23･30 (6/6)

6・13・20・
27 (6/3)

5・12・19・
26 (6/2)

6・13・20・
27  (6/3)

2・9・16・
23･30 (6/6) 

4・11・18・
25 (6/1)    

3・6・10・13・
17・20・24・
27・31(6/3・7)

2・5・9・12・16・19・23・26・30  (6/2・6) 2・4・5・9・11・12・16・18・
19・23・25・26・30
(6/1・2・6)

3・4・6・10・11・13・
17・18・20・24・25・
27・31(6/1・3・7)

４月から「容器包装プラスチック」ごみの分別収集が始まりました！

～「容器包装プラスチック」「その他のプラスチック」ごみの出し方と収集日について～

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

その他プラスチック
（第３曜日） 第３火曜日 第３月曜日 第３金曜日 第３木曜日 第３金曜日 第３月曜日 第３水曜日

容器包装
プラスチック 毎週火曜日 毎週月曜日 毎週金曜日 毎週木曜日 毎週金曜日 毎週月曜日 毎週水曜日

○不忘・川原子地区のもやせるごみは、毎週水曜日に収集します。
○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が収集する時刻に合わせての搬出や、前夜出
しはしないでください）。

◎特別収集日について
　５月３日・４日・５日は祝日ですが、資源ごみ（ペットボトル・紙類・容器包装プラスチック）、もやせるごみについて、
通常通りごみの収集を行います。上記の予定表をご確認の上、ごみ集積所に出してください。

◎ごみ袋は中身がこぼれないようにしっかり口を結び、簡単に解けないように出してください。テープ止めは禁止です。

　「容器包装プラスチック」とは、商品を入れたり（容器）、包んだり（包装）しているプラスチックで、　　マークが表示
されています。現在、このほとんどは角田衛生センターで焼却処分されていますが、ごみ減量と資源リサイクルを推進す
るため、４月から分別収集し、資源化を行っております。なお、　　マークの表示がないプラスチックは、これまで通り「そ
の他のプラスチック」として資源回収を行います。　
　分別方法は、広報しろいし３月号に同封の「ごみの分け方と出し方」をご覧の上、それぞれの袋に必ず分別し集積所に
出してください。資源リサイクルにご協力をお願いします。

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ
　●日時　５月12日・19日・26日・６月２日 (すべて木曜日 )、9:00～ 11:30および13:00～ 15:00（時間厳守）
　●場所　宮城県仙南保健所
　●犬・猫の引き取り手数料　生後90日以内は１頭につき400円、生後91日以上は１頭につき2,000円
　※ご不明な点は、宮城県仙南保健所までお問い合わせください。なお、犬や猫などの愛護動物を捨てた場合には、処罰
　　されることがあります。犬や猫などを飼い始めたら、最後まで責任を持って飼養するように心掛けましょう。
　　宮城県仙南保健所（大河原町字南129-1）　☎0224-53-3119

※それぞれ赤の指定袋（資源ごみ）に入れて出してください。上記以外のごみはこれまで通りです。
　また、収集日が祝日などの理由により変更になる場合がありますので、毎月の広報しろいしごみ収集日予定表を確認の
上、集積所に出してください。

　４月からの「容器包装プラスチック」「その他のプラスチック」の収集は地区ごとに下記の曜日となっております。

Recycle Information今月のごみ収集 日
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Katta Hospital Information

問公立刈田綜合病院　問公立刈田綜合病院　☎☎ 25-214525-2145

̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶
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　昨年12月１日付けで、公立刈田綜合病院の麻酔科に赴
任いたしました宮﨑未来です。
　「地域を第一に」と考える高

たか

林
ばやし

院長と、「何よりも患者
さまを大事に」と考える長

は

谷
せ

川
がわ

副院長にひかれ赴任しま
した。患者さまに優しい医療を目指す医療スタッフとと
もに、地域住民の皆さまが安心して手術に臨める麻酔科
医を志しています。
　皆さんは手術の際、飲食が制限されるのをご存じです
か？　これは消化器の手術だけでなく、四肢・頭・腹・
胸など、どこの手術であっても（一部の局所麻酔での手
術を除いて）、飲食の制限をしています。
　なぜかといいますと、私たちは普段、間違って喉

のど

へ何
かが入った（誤

ご

嚥
えん

）とき、せき込んで吐き出そうとする反
射（むせ）が生じます。しかし、麻酔中はその反射ができ
ませんので、おなかの中がいっぱいだと胃内容物が逆流

しやすくなり、誤嚥しても反射できず、誤嚥性肺炎にな
る可能性が高くなります。
　そこで、消化時間を考慮し、固形物は手術前日の夕食
まで、水やお茶などの透明水は手術３時間前までと制限
しています。また、術後は麻酔や手術操作の影響で腸管
の動きや喉の反射が弱くな
っていますので、誤嚥を防
ぐために、手術内容に合わ
せて術後も飲食の開始時刻
を指定しています。
　脱水にならないよう十分
な点滴をしますので、ぜひ
ご理解の上、ご協力をよろ
しくお願いします。

　３月15日付けで、公立刈
田綜合病院のリハビリテー
ション科に赴任いたしまし
た渡辺茂です。
　患者さまの社会復帰に向
けた「リハビリテーション」
に、積極的に取り組ませて
いただきたいと思っており
ますので、よろしくお願い
いたします。
　４月に当院に開設しました「回復期リハビリテーショ
ン病棟」は、脳血管疾患または大

だい

腿
たい

骨
こつ

頚
けい

部
ぶ

骨折などの患

者さまに対して、ＡＤＬ（日常生活動作）能力の向上を
図ることにより「寝たきりの防止」と「家庭復帰」を目
的としたリハビリを集中的に行うための病棟です。
　そこで行われる治療は、患者さまやそのご家族を中心
に医師、看護師、理学療法士、作業療法士をはじめとす
る複数の専門職種で編制された"チーム"により包括的
に進められる必要性があります。
　回復期リハビリテーション病棟を潤滑に機能させるた
めには、チーム間の協力が最も重要と考えています。メ
ンバーの意思疎通を図りながら、患者さまが一日も早く
社会復帰できるようになることに、微力ではありますが
貢献できるよう頑張りたいと思います。

●職種・採用予定人員　看護師 20 人
●受験資格　昭和 31 年４月２日以降に生まれた方で看
護師の免許を有する方、または平成 24 年春の国家試験
で看護師免許を取得する見込みの方
●試験日時および試験内容
・試験日時　５月 20 日（金）10:30 ～
・試験種目　作文試験、面接試験
・試験場所　同院大会議室
●採用予定日　平成 24 年４月１日以降（既に免許をお
持ちの方は、ご相談に応じます）

公立刈田綜合病院職員募集
●受験手続き　ホームページの募集要項に記載している
提出書類を、期間内に提出してください。なお、ホーム
ページからダウンロードできない方は、ご連絡いただけ
れば郵送します。また ､郵送の場合は５月 13 日（金）の
消印まで有効です。
●申込締め切り日　５月 13 日（金）
※土・日・祝日を除きます。
●申し込み・問い合わせ先
同院総務課　☎ 25-2145（内線 2406）
http://www.katta-hosp.shiroishi.miyagi.jp

公立刈田綜合病院紹介

●新任医師紹介　　　　　　　　麻酔科医師　　宮
みやざき

﨑　未
み き

来

リハビリテーションセンターリハビリテーション科
整形外科医師　　渡

わた

辺
なべ

　茂
しげる●新任医師紹介
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Library News

図 書 館 ひ ろ ば

※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報
を30ページに掲載しています。

開館時間　9:00 ～ 17:00
☎ 24-3030　　24-3033

●日時　5月3日（祝）～5月5日（祝）
　　　　9:00～16:00 
●場所　白石城大手門前展示場

■日本サクラソウ展

８ 白石城

Monthly News■市内施設のなるほどイベント情報

博物館建設準備室（中央公民館内）
☎ 22-1343　　24-5377

　五月人形と幟
のぼり

を展示しています。

●日時　5月5日（祝）まで 9:00～17:00

７  片倉家中武家屋敷
　 「旧小関家｣

■武家屋敷催事　端午の節句展

●募集期間　５月１日 (日 ) ～ 18 日
（水）（休館日を除く 9:00 ～ 17:00）
●受講料　無料

４ 古典芸能伝承の館「碧水園」 ５月の休館日　2･6･9･16･23･30日
☎・　25-7949

■平成23年度碧水園主催講座受講生募集

■碧水園主催講座
講座名 開催日（平成 23年６月から平成 24 年３月まで）

子ども日本舞踊講座 第１・第３土曜日 11:00 ～ 12:00　
茶事の基礎講座 第２・第４木曜日 10:00 ～ 12:00　　
琴講座 第２木曜日 13:00 ～ 15:00、第３土曜日 18:30 ～ 20:30
尺八講座 第１水・土曜日 13:00 ～ 15:00
香道講座 第１・第３木曜日 10:00 ～ 12:00　
茶道裏千家子ども教室 ６月～１月（第2・第4土曜日）10:00 ～ 11:30
■市民講座

講座名 開催日（平成 23年５月から平成 24 年３月まで）
高砂を謡う会 第２・第４金曜日 18:30 ～ 20:30

※教材費などは各自負担
●申し込み方法  直接来館または電
話でお申し込みください。

今月のおすすめの本
一般書

■本当に泊まりたい！　全国自慢の公共
の宿　  ‘１１～‘１２

　成美堂出版
　休暇村や国民宿舎など、
誰でも泊まることができる
全国の公共の宿６５９軒を、
温泉・立地・料理といった
各宿が持つ魅力別に紹介。
新設・リニューアルオープ
ンの宿、シティ＆ビジネス
ホテルも充実しています（デ
ータは、2011年１月現在）。

■図説戦国女性と暮らし
　学研パブリッシング
　小袖とは？　流行の髪形
は？　食卓の献立は？　調
度品は？　戦国時代の「装
う・食べる・住む」を詳し
く解説。お市の方や細川ガ
ラシャ、江といった姫たち
の物語も紹介しています。

■塩麴と甘酒のおいしいレシピ
料理・スイーツ・保存食麴のある暮らし　
タカコ・ナカムラ 著　農山漁村文化協会
　豆腐の麴田楽、甘酒のべっ
たら漬け、ガーリック塩麴オ
イル…。手軽に作れる発酵調
味料「塩麴」と「甘酒」を使っ
たレシピを紹介。特別な道具
はいらず、いつでも誰でもす
ぐに始めることができます。

■ビジュアル戦国英雄伝５
      伊達政宗・真田幸村
　河

か あ い

合　敦
あつし

　監修　学研教育出版
　代表的な戦国大名たちをイ
ラストやマンガ、写真を交え
わかりやすく紹介していま
す。独眼竜・伊達政宗と戦国
の最後をかざった真田幸村。
それぞれの人物ヒストリーや
合戦の様子、政治・文化など
についても親しめる本です。

■竜の座卓
　朝

あ さ ひ な

比奈蓉
よ う こ

子　作　偕成社
　ぼくと、てつ兄は、脳梗塞
で倒れて同居することにな
ったじいちゃんと、夏休みに
力を合わせて座卓を作るが
…。初めて「老い」を見つめる
兄弟の、とまどいと成長の物
語です。

ふれあいプラザ事務室
☎ 22-6025　　22-6027
男女共同参画相談支援センター
☎ 22-6035　　22-6037
ファミリー･サポート･センター　☎・　25-5488
開館時間　8:30 ～ 17:15
（土･日･祝日　10:00～16:00）
■ふれあいミニ展示

武
たけだ

田秀
しゅうさく

作油絵展
～ふるさと白石を描く・パートⅡ～
　福岡長袋在住の武田さんの油絵展
を開催します。白石城や蔵王などを
描いた温かな色調の作品を展示しま
す。ぜひ、ご覧ください。
●展示期間　5月 31 日（火）まで
●展示場所　1階図書コーナー

児童書

　山野草や高山植物に適している
「植木鉢」を作ります。
●日時　５月21日（土）10:00～12:00
●持参する物　ゴム手袋、エプロン
●申込受付開始日　５月３日（火）

　使わなくなったネクタイや端切れ
を利用して玄関マットを作ります。
●開催日  ５月24日、６月７･21日、

●会場　アテネ１階講習会場
●受講資格
　図書館共用利用者カードをお持ち
の方となります。
※即日発行可。ただし、市民または
市内に通勤、通学している方が優
先となります。

●申し込み方法
　アテネ備え付けの申込用紙で、各
締め切り日までにお申し込みくだ
さい。はがきやファクスで申し込
む場合には①住所、②氏名、③年
代、④連絡先の電話番号、⑤利用
者カード番号、⑥希望コース名と
希望月日を明記してください。
　なお、受講料やテキスト代は当日、
１階受け付けにお持ちください。
 申込書のあて先
  989-0257　白石市字亘理町37-3
　　　　　  白石市情報センター　
※締め切り日に集計し文書で講習日
をお知らせします。定員を超えた
コースは抽選などで調整します。
なお、講師用に受講者名簿（氏名、
年代のみ記入）を作成しますので、
あらかじめご了承ください。

●申し込み締め切り
・５月分：５月 10 日（火）
・６月分：６月 10 日（金）
※締め切り後でも定員に空きがあれ
ば受講できますので、問い合わせ
ください。

１ 情報センター「アテネ」
http：//www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　火～日曜日　9:00 ～ 17:00
５月の休館日　2～ 5･9･16･23･30日
☎22-1500　　22-1502

■パソコン講習会

パソコン講習会　５月・６月日程表

コース名 時間 ５月 ６月 定員 受講料 テキスト代 内　　容

ゆっくりコース
（２日×６時間）

9:30
～
16:30

21（土）
～

22（日）

23（木）
～

24（金）
10人 2,000円 1,000円

パソコン初心者向けのコースです。マウ
ス・キーボードの操作、文字入力・インター
ネット・電子メールなどのパソコンの基
本操作を学びます。
※2日連続のコースとなります。

Word 2007コース
（６時間）

9:30
～
16:30

26（木）25（土） 10人 2,000円 1,200円
Word2007 の基本操作
※ゆっくりコース終了程度の方が対
象です。

 Excel2007コース
（６時間）

9:30
～
16:30

27（金）26（日） 10人 2,000円 1,200円
Excel2007 の基本操作
※ゆっくりコース終了程度の方が対
象です。

番号 雑誌タイトル 番号 雑誌タイトル
1 ＢＥーＰＡＬ 28 ベストカー
2 ＢＩＳＥＳ　ビズ 29 ミセス
3 ＥＳＳＥ　エッセ 30 メンズ・クラブ
4 ＭＩＳＳ（ミス） 31 りらく
5 ＭＯＥ（モエ） 32 芸術新潮
6 Ｎｅｗｔｏｎ 33 月刊かがくのとも
7 ＮＨＫきょうの健康 34 月刊ポプラディア
8 ＮＨＫきょうの料理 35 現代農業
9 ＮＨＫすてきにハンドメイド 36 日経ヘルス
10 ＮＨＫ趣味の園芸 37 山と渓谷
11 ｎｏｎ・ｎｏ 38 週刊文春
12 Sports・Graphic・Number 39 住まいの設計
13 S-style せんだいタウン情報 40 小説新潮
14 Ｗｉｔｈ 41 仙台経済界
15 オレンジページ 42 中央公論
16 クーヨン 43 東北じゃらん
17 クロワッサン 44 日経ＰＣビギナーズ
18 こどものとも 0.1.2 45 日経ＷＯＭＡＮ
19 スクリーン 46 日経エンタテインメント！
20 すてきな奥さん 47 日経トレンディ
21 ダ・ヴィンチ 48 婦人画報
22 たまごクラブ 49 婦人公論
23 俳句界 50 文藝春秋
24 ピチレモン 51 文字の大きな時刻表
25 ひよこクラブ 52 暮らしの手帖
26 武道 53 歴史読本
27 プレジデント

 武家屋敷催事「端午の節句展」無料入場券（家族・グループ可）
５月５日（祝）まで

7月5･12日（全５回、いずれも火曜日）
●時間（共通） 9:30 ～ 11:30
●持参する物   古いネクタイ、端切
れ、裁縫セット
●申込受付開始日  ５月３日（火）

●日時　５月 28日（土）8:30～12:00

●日時　５月７・14・21・28 日（すべ
て土曜日）9:00～12:00

開村時間　9:00～17:00  ☎26-3993
　
●期間　８月28日（日）まで
※５月３日（祝）・４日（祝）は、震
災復興祈願「白石市こけしと地場
産品市」の会場（いきいきプラザ）
に展示します。

３ 弥治郎こけし村
５月の休村日　11・18・25日

■特別企画「井
いのうえ

上ゆき子追悼展」

５月の休館日　2･9･16･23･30日
☎22-1635　　22-1636５ いきいきプラザ

２ ふれあいプラザ
土・日・祝日も開館しています!

入場無料

■定期リサイクル教室（定員10人）

■青っ葉市営業を再開します

６ 図書館
開館時間　火～日曜日　9:00～17:00
5月の休館日　2～5・9・16・23・30日　☎26-3004　　26-3505
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/

■利用者カードを作ろう！

■平成23年度購入雑誌のお知らせ（貸出期間は８日間）

　運転免許証など住所、氏名、生年
月日が確認できるものをご持参くだ
さい。お子さんも、保険証または学
校の名札で利用者カードが作れます

（名札の裏面に住所、氏名、保護者名、
電話番号の記載が必要）。
※小学３年生以下は、保護者の同意
が必要です。

　地震の影響により、一部の雑誌の
入荷が停止しています。最新号が届
き次第、閲覧コーナーの雑誌につい

ては貸し出しを行います。入荷が大
幅に遅れている雑誌については、貸
し出しと予約を中止しています。

■フリーマーケット（第４土曜日）

■５月２日（月）～５日（祝）は返却ポストの使用を中止します
　本の破損を防止するため、上記の
期間中は返却ポストの使用を中止し

ます。返却は、5 月６日（金）以降
にお願いします。

■短期リサイクル教室（定員20人）

　余震の影響や節電を考慮し、当分の間、17:00 で閉館します。

FAX
FAX

FAXFAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX
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Healthy Plaza
●お子さんとお母さんの健診と相談（場所：健康センター）

内容
5月分 6月分

受付時間月日 対象者 月日 対象者

4カ月児健診 5月25日（水） 平成22年12月21日～平成
23年1月31日生まれの方 6月15日（水） 平成23年 2月生まれの方 13:00～13:10

6カ月児育児相談 5月27日（金） 平成22年10月16日～
11月30日生まれの方 6月17日（金） 平成22年12月生まれの方 9:20～ 9:30

1歳6カ月児健診 5月26日（木） 平成21年 9月16日～
10月31日生まれの方 6月16日（木） 平成21年11月生まれの方 13:00～13:10

2歳6カ月児
親子歯科健診 5月27日（金） 平成20年10月16日～

11月30日生まれの方 6月17日（金） 平成20年12月生まれの方 13:00～13:10

3歳6カ月児健診 5月24日（火） 平成19年10月16日～
11月30日生まれの方 6月14日（火） 平成19年12月生まれの方 13:00～13:10

乳幼児相談 5月12日（木） 乳幼児～未就学児のお子さまとそのご家族の方 6月 2日（木） 乳幼児～未就学児のお子さまとそのご家族の方 9:15～ 9:45

妊婦歯科健診
※「乳幼児健診」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日、都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。

●妊婦さんと赤ちゃんのサロン　（場所：健康センター）
内　　　　　容 対　象月　日 受付時間 サロン

5月10日（火）
9:20～9：30 10：00～11：00

6月 7日（火）

※母子健康手帳は、健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の 8:30 ～ 17:15）。

●東日本大震災の発生に伴うポリオ（生ワクチン）予防接種の実施延期について

　毎年5月と10月に実施しているポリオ（生ワクチン）予防接種は、このたびの東日本大震災の影響により、ポリオワク
チンの入手が困難な状況にあります。このため、ワクチンの準備ができ次第、広報しろいしなどであらためて実施日程
などをお知らせしますので、しばらくお待ちいただきますようお願いします。

妊婦さんや、4カ月
健康診査前のお子
さまとそのご家族
の方

離乳食にも生かせる妊産婦の食事についてお話しします
（実演・試食あり）。
ママと赤ちゃんの歯の健康についてのお話と、歯科健診
を行います。また、助産師とのお話会も行います。

6月7日（火）、10月11日（火）、平成24年2月7日（火）に、「妊婦さんと赤ちゃんのサロン」と合わせて行います。

Healthy Plaza

元
気
っ
子
！　

集
ま
れ
！

だ液は、歯を守る強い味方です
　だ液には、溶けた歯の表面を
修復する働きがあります。これ
を「再石灰化」と言います。ま
た、だ液には食べかすを洗い流
したり、酸を中和したりする働
きもあります。
　だらだらと甘い物などを食べ
ていると、歯を修復する時間が
取れません。時間を決めて、よくかんで食べる習慣を心掛け、だ液の
分泌量を増やして歯の再石灰化を促しましょう。

虫歯を予防しよう！
　虫歯は食生活習慣病です｡甘い
物をだらだら食べたり､飲んだり
していると虫歯になりやすくなり
ます｡規則正しい食生活と仕上げ
歯磨きで虫歯を予防しましょう！
　虫歯ができてしまったら治療し
なければ治りません｡特に子ども
の虫歯は進行が早いので早めに治
療することが大切です。

問健康推進課　☎22-1362

歯の成分が
溶け出す

歯の成分がもどる
（再石灰化）

象牙質
エナメル質

酸
だ液

【２月22日の３歳６カ月児健診を受診した子どもたち】

子育てメール相談（担当：子ども家庭課）
メールで子育て相談ができます。気軽にご相談ください。
●メールアドレス　kodomo@city.shiroishi.miyagi.jp Child Service子育て情報

1「ベビーマッサージ」開催！
　ママと赤ちゃんのスキンシップ！
母乳や育児のことでお困りの方も、
ぜひどうぞ。
●講師　助産師　岩

いわさ

佐あけみさん
●日時　５月26日（木）10:00～11:30
●場所　ふれあいプラザ和室
●対象　生後２～６カ月ごろまで
●募集定員　10組（申し込み順）
●参加費　100円（オイル代）
●持ち物　バスタオルなど
2「子育てサポーター養成講座」の
受講者を募集します

　子育て支援に関心をお持ちの方や
若い親子との関わり方に不安をお持
ちの方など、子育て支援をいただけ
る方ならどなたでも参加できます。
●講師　志

し が

賀智
ち え こ

恵子先生
●開催日（全５回）
５月17日（火）・24日（火）・31日（火）、
６月３日（金）・29日（水）
●時間　10:00 ～11:30
●場所　ふれあいプラザ（２階）
●募集定員　10人（申し込み順）
※12については５月２日（月）以
降、電話でお申し込みください。
3「あいあいらんど」開催！

　手遊びをしたり、体を動かしたり
して楽しく遊びましょう。
　保護者の方々の交流の場にもなっ
ています。おじいさまやおばあさま
もお越しください。
●日時　５月25日（水）10:00～11:30

●場所　大平公民館
●対象　就園前のお子さまと保護者
●持ち物　室内靴（親子とも）、お
子さま用にお茶またはお水
※参加を希望される方は、会場に
直接お越しください。
4「ほっぷんちょ」を開催します！

～楽しい子育てを応援します～
　乳幼児と家族のための交流のひろ
ばです。おもちゃ作りや体を動かす
遊びのほか、子育てセミナーなども
行います。気軽にご参加ください。
●対象　就園前のお子さまと保護者
●日時　５月18日（水）10:00～11:30
●場所　中央公民館２階講座室
※参加を希望される方は、会場に
直接お越しください。
5支援センターの子育てサークル
　５月・６月の開催日のお知らせ

　お子さまの成長に即したよりよい
支援を目指し、月齢や年齢ごとの子
育てサークルとして５つの「あいあ
いるーむ」を開催しています。気軽
にご参加ください。
①ニコニコるーむ（0～6カ月児）
　親子遊びと育児の情報交換を中心
にした“るーむ”です。
　５月９日（月）、６月13日（月）
②ハイハイるーむ（7～11カ月児）
　親子遊びを中心に、絵本の読み聞
かせや手作りおもちゃ製作なども取
り入れた“るーむ”です。
　５月11日（水）、６月８日（水）

■ファミサポ会員になりませんか？
　「ファミリー・サポート・センター」
（ファミサポ）は、子育てのお手伝
いをして欲しい方と、サポートして
くださる方の会員制の組織です。
　「残業でお迎えに行けない」「休日
に出勤になってしまった」ときなど
のために、入会しておくと安心です。
手続きは印鑑をお持ちの上、ふれあ
いプラザまでご来館ください。
　利用料は、１時間当たり子ども１

子育て休憩室「とんとん」
をご利用ください

　親子遊びや手遊び、おもちゃ作り、
砂遊び、絵本読み聞かせ、ママたち
の楽しい会話などを通して楽しいひ
とときを過ごしませんか？
●対象　就園前のお子さまと保護者
●本年度の開催予定日（前期）
５月19日、６月16日、７月14日、
９月15日、10月13日（すべて木曜日）
●時間　各日とも10:00 ～12:00
※参加を希望される方は、直接お
越しください。
●場所　第一児童館
●主催　すぎのこ母親クラブ
問第一児童館　☎25-7070

人につき500円、２人目（兄弟、姉妹）
から250円です。
～依頼会員さんの声を紹介します～
　「預かりをお願いしたときだけで
なく、外でお会いしたときなどにも
温かく声をかけていただき、私も子
どもも、とてもうれしく思っていま
す。近くに祖父母が住んでいないの
で、ファミサポに頼れるという安心
感でゆったりした気持ちで子育てが
できています」

地域子育て支援センター「あいあい」●開館日　月～金　8:30 ～ 17:15
問ふれあいプラザ内　☎ 22-6025　　22-6027
　Ｅメールアドレス　kosodate@city.shiroishi.miyagi.jp※子育てに関する相談を随時受け付けています。気軽にご相談ください。

ファミリー・サポート・センター （ふれあいプラザ内）
☎・　 25-5488
受付時間　月～金9:00～17:00Ｅメールアドレス　famisapo@city.shiroishi.miyagi.jp

③ヨチヨチるーむ（１歳児）
　親子遊びを中心に絵本や紙芝居な
どを取り入れた“るーむ”です。
　５月10日（火）、６月１日（水）
④ランランるーむ（２歳児）　
　１歳までの”るーむ”に加え、パ
ネルシアターや人形劇などの視聴覚
教材を活用した“るーむ”です。
　５月19日（木）、６月２日（木）
⑤ルンルンるーむ（３歳児以上）　
　身体を動かしたり、製作をしたり
と活動的な“るーむ”です。
　５月12日（木）、６月９日（木）
●時間（共通）　10:00 ～11:30
●場所（共通）　ふれあいプラザ
※参加を希望される方は、直接お
越しください。

FAX

FAX

参加無料

参加無料

参加無料

武家屋敷催事「端午の節句展」　無料入場券

●開催日　５月12日（木）
●時間　11:00および15:30の２回
●場所　アテネ２階 絵本コーナー
●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ
問図書館　☎26-3004

５月のおはなしひろば

参加無料



生活習慣病
予防のための ヘ ル シ ー ク ッ キ ン グ

●各種健康診査の申込書は提出されましたか？　未提出の方は、お早めにご提出ください

スパゲティ
ホタテ貝柱
ホウレンソウ
タマネギ
赤ピーマン
ニンニク

……160g
……100g
…80g

………60g
……20g

…………4g

赤唐辛子
サラダ油
白ワイン
塩
コショウ
粉チーズ

……1/2本
…小さじ4
…小さじ2

……………少々
……少々
…小さじ1

材料（２人分）

エネルギー462kcal／たんぱく質21.3g／塩分0.3g

ホタテと
ホウレンソウの
スパゲティ

白ワインの風味を利かせて、
薄味に仕上げました

●こころの保健事業（場所：健康センター）
事業名 対象者 内容 相談日時

●献血のご協力ありがとうございました

心の健康問題を抱える方およびその家族 精神科医による個別相談 5月25日（水） 13:00～15:00
6月 1日（水） 13:00～15:00

こころの相談
（精神保健福祉相談）

もの忘れや認知症の方およびその介護で悩
む方々 精神科医による個別相談 5月25日（水） 13:00～15:00

6月22日（水） 13:00～15:00
もの忘れ相談
（認知症相談）

※相談を受ける方は、事前予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（☎22-1362）にお問い合わせください。

2月：ジャスト白石店（セラビ白石内） 54人　　3月：白石市役所 14人、セコム工業（株） 22人、（株）エコー設備工業 8人

～申込書が送られた世帯の方はすべて、期限までに必ず提出してください～
　本市では、現在、各種健康診査（がん検診など）の申し込みを受け付けています。4 月末日までに市内全世帯へ申込用紙を送
付しましたので、「申し込む・申し込まない（検診を受診する・しない）」にかかわらず、いずれかに○を付けて、5 月 13 日（金）
までに返信用封筒で郵送していただくか、直接、健康推進課（健康センター1階）へ提出してください。
※本市の検診をすべて受診しない場合は、申込書の「申し込みしない」に○を付けて、郵送（または直接提出）してください。なお、
「申込書が届いていない」「申込書が見当たらない」という方は、健康推進課（☎22-1362）までお問い合わせください。

●予防接種を受けましょう！
　麻しんの国内完全排除を目指し、平成20年度から平成24年度まで、麻しん・風しん混合予防接種に第Ⅲ期（中学1年生相当）と第Ⅳ
期（高校3年相当）を追加しています。次の該当者には、4月に通知書を送付しましたので、必ず接種されますようお願いします。
①ジフテリア・破傷風混合予防接種Ⅱ期　対象者：小学校6年生（平成11年4月2日～平成12年4月1日生まれ）
②麻しん・風しん混合予防接種Ⅱ期　　　対象者：小学校就学前1年（平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれ）
③麻しん・風しん混合予防接種Ⅲ期　　　対象者：中学1年生相当（平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれ）
④麻しん・風しん混合予防接種Ⅳ期　　　対象者：高校3年生相当（平成5年4月2日～平成6年4月1日生まれ）
※接種料金は無料です。期間は平成24年3月末までですが、なるべく流行期前の6月までに接種することをお勧めします。
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「はやね、はやおき、朝ごはんで規則正しい生活リズムを作りましょう」

〈
作
り
方
〉
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ら
、
②

と
赤
ピ
ー
マ
ン
を
加
え
て
い
た

め
る
。

❼
し
ん
な
り
し
た
ら
④
を
加
え
て

い
た
め
、
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
で
調

味
す
る
。

❽
器
に
盛
り
、
粉
チ
ー
ズ
を
振
っ

て
出
来
上
が
り

　仙南保健福祉事務所で毎月実施している「アル
コール専門相談」「思春期・ひきこもり専門相談」
は、当分の間、実施を見合わせます。
○宮城県仙南保健福祉事務所母子障害班
　☎ 0224-53-3132　

　例年、５月に開催していた「春のしろいし健康ウォ
ーク」は、東日本大震災の影響を考慮し中止すること
としました。10月の「秋のしろいし健康ウォーク」は
通常通り開催予定です。ご理解をお願いします。
○健康推進課　☎ 22-1362

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ ●「春のしろいし健康ウォーク」を中止します

問

問

そこが知りたい
国保・長寿医療制度
Ｑ.

Ａ.

●休日当番医・調剤薬局
月　日 内　　科 外　　科 調剤薬局

5月 1日

5月 3日

海上内科医院
☎25-1501

公立刈田綜合病院
☎25-2145

公立刈田綜合病院
☎25-2145

フレンド薬局白石
☎24-2119

5月 4日

梅津内科医院
☎24-3571

公立刈田綜合病院
☎25-2145

フジ薬局
☎24-33555月 5日

引地泌尿器科内科クリニック
☎26-2823

三浦内科胃腸科クリニック
☎25-6854

おおはし整形外科
☎22-2888

さんた薬局
☎26-3376

高木薬局
☎25-2320

5月 8日

塚本内科消化器科
☎26-1026

大泉記念病院
☎22-2111

5月15日

やまきクリニック
☎26-3888

つつみ内科外科こどもクリニック
☎25-1181

こまつ外科・内科クリニック
☎22-2115

うさぎ薬局
☎26-3557

けやき薬局白石店
☎26-1160

5月22日

佐藤医院（蔵王町宮）
☎32-2002

公立刈田綜合病院
☎25-2145

四ツ目屋薬局（蔵王町宮）
☎32-3360

蔵王ヘルスマート薬局（蔵王町宮）
☎32-45505月29日

内方医院（蔵王町宮）
☎32-2101

にしうら薬局（蔵王町宮）
☎32-3020

フレンド薬局清水小路
☎24-3393

エルム調剤薬局
☎25-1680

宮調剤薬局
☎24-3113

6月 5日

柿崎小児科
☎25-2210

橋本整形外科医院
☎25-1616

あさひ薬局
☎22-5040

6月12日

水野内科クリニック
☎25-2736

さたけ整形外科（蔵王町円田）
☎33-4855

伊新薬局
☎26-2593

現在、私は白石市国民健康保険
に加入しています。今年の４月

から、進学のため市外へ住所を移しま
した。保険証はどうなりますか？

修学のため、市外に住所を異動
することになった方が、引き続

きご家族の国民健康保険に加入し、本
人以外の方が保険税を納める場合は、
特例として修学期間に限り「国民健康
保険修学被保険者証」の交付を受ける
ことができます。詳しくは健康推進課
までお問い合わせください。

●申請方法　在学証明書(※1)と現在
の被保険者証、印鑑(シャチハタ印は
不可)をご持参の上、健康推進課窓口
で申請してください。
●有効期限　現在の被保険者証の有効
期限です。
●更新方法　修学期間(※2)は資格を
有しますが、毎年10月の被保険者証
更新前に、在学証明書を添付の上、更
新申請が必要になります。

※１．入学前であれば合格通知書でも
可能ですが、後日、在学証明書を提出
していただきます。
※２．入学年度の4月1日～卒業年度
の3月31日

　　健康推進課　☎22-1362

●“なかなかたばこがやめられない”という方はいませんか？　5月31日は世界禁煙デーです

　朝起きてすぐたばこを吸う方や、体の具合が悪いときも吸うという方は、「ニコチン依存症」の可能性があります。
日本人の喫煙者の約7割はニコチン依存症と言われており、依存度が高くなるほど自力での禁煙は難しくなります。
　禁煙に関心がある方は、新しい禁煙補助薬やパッチなどもありますので、各医療機関や健康センターまでご相談くだ
さい。自分や大切な家族の健康を守るためにも禁煙しましょう。

※歯科は毎回、白石市歯科休日診療所 ( 健康センター 2階、☎25-4744) になります。
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Healthy Plaza

健
康
一
口
メ
モ

Healthy Plaza健康ひろば ※問い合わせ先
　健康推進課　☎22-1362
　（健康センター内）

　

手
術
が
決
ま
っ
た
と
き
、
病

気
に
対
す
る
不
安
は
も
ち
ろ

ん
、
痛
み
に
対
す
る
不
安
を
抱

か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
皆
さ
ん
が
気
に
な

る
「
術
後
の
痛
み
に
対
す
る
処

置
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

脳
か
ら
脊せ

き

髄ず
い

と
い
う
太
い
神

経
が
伸
び
、
脊
髄
か
ら
全
身
に

神
経
が
枝
分
か
れ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
脊
髄
の
近
く
に
チ
ュ

ー
ブ
を
入
れ
、
持
続
的
に
痛
み

止
め
を
投
与
す
る
方
法
が
「
硬

膜
外
麻
酔
」
で
す
。

　

こ
の
硬
膜
外
麻
酔
は
主
に
胸

腹
部
・
下
肢
の
痛
み
を
軽
減
す

る
た
め
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
方

法
は
、脇
を
下
に
し
横
に
な
り
、

背
を
丸
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
背
骨
の
間
に
予
防

接
種
く
ら
い
の
細
い
針
で
痛
み

止
め
の
注
射
を
し
ま
す
。
痛
み

止
め
が
十
分
効
い
た
ら
、
チ
ュ

ー
ブ
を
通
す
た
め
の
針
を
脊
髄

の
近
く
ま
で
進
め
、
太
さ
が
タ

コ
糸
く
ら
い
の
チ
ュ
ー
ブ
を
挿

入
し
ま
す
。
チ
ュ
ー
ブ
に
痛
み

止
め
を
入
れ
た
ボ
ト
ル
を
つ

け
、
痛
み
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
２

〜
３
日
間
、
点
滴
の
よ
う
に
痛

み
止
め
を
持
続
的
に
投
与
し
ま

す
。

　

し
か
し
、
全
例
に
適
応
が
あ

る
わ
け
で
な
く
、
手
術
部
位
・

傷
の
大
き
さ
・
持
病
（
血
液
が

サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
お
薬
を
内
服

の
方
は
行
え
ま
せ
ん
）
な
ど
か

ら
適
応
を
判
断
し
ま
す
。

　

術
後
、
動
き
に
伴
い
痛
み
や

引
き
つ
れ
な
ど
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
硬
膜
外
麻
酔

以
外
に
も
座
薬
や
注
射
薬
な
ど

の
併
用
に
よ
り
、
術
後
の
痛
み

を
軽
減
で
き
ま
す
の
で
安
心
し

て
手
術
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

公立刈田綜合病院  麻酔科

宮
みや

﨑
ざき

　未
み

来
き

「
手
術
が
決
ま
っ
た
！

そ
の
と
き
あ
な
た
が

気
に
な
る
こ
と

〜
術
後
の
痛
み
に
対
す
る

処
置「
硬
膜
外
麻
酔
」〜
」
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●対象　在職中・求職中の方
●訓練講座名　
①Word2007 基礎
②Access2007 基礎
③Word2007 応用
④Access2007 応用
●訓練日時
①②：６月 11 日（土）・12 日（日）
③④：６月 25 日（土）・26 日（日）
いずれも 9:20 ～ 15:40
●場所　白石高等技術専門校
●申込締め切り日
①②：５月 12 日（木）
③④：５月 26 日（木）
●定員　各 10 人（応募多数の場合
は抽選となります）
●費用　2,000 円程度（教科書代）
●申し込み・問い合わせ先
白石高等技術専門校　☎ 35-1511
http://www.pref.miyagi.jp/srkogsn/

在職者向け訓練受講者募集

助け合いの心・続ける心  白石市赤十字奉仕団が県から表彰元気な声で「火の用心」 越河保育園児が地域を巡回

相談種別 日　　時 会　　場 電　　話
人権擁護  5月16日（月） 10:00 ～ 15:00 市庁舎２階　第２会議室 生活環境課　☎22-1314
行　　 政  5月16日（月） 10:00 ～ 15:00 市庁舎２階　第２会議室 生活環境課　☎22-1314
無料法律  5月16日（月） 10:00 ～ 15:00 市庁舎３階　第３会議室 生活環境課　☎22-1314
農　　 家  5月10日（火） 10:00 ～ 12:00 農林振興センター 農業委員会　☎22-1256
精神保健福祉  5月25日（水） 13:00 ～ 15:00 健康センター（要予約） 健康推進課　☎22-1362
もの忘れ  5月25日（水） 13:00 ～ 15:00 健康センター（要予約） 健康推進課　☎22-1362
障 害 者  5月11日（水）・25日（水） 13:00 ～ 15:00 福祉プラザやまぶき 福祉事務所　☎22-1400

補聴器巡回
サ ー ビ ス

・リオン： 5月12日（木）・25日（水）
・ワイデックス： 5月24日（火） 13:00 ～ 14:00 市庁舎１階　東側和室 福祉事務所　☎22-1400

Monthly Consultation５月の定例相談

　３月８日、春の火災予防運動に合わせて、越河保育
園児が地域を巡回して「火の用心」を呼び掛けました。
　出発式で古

ふるやま

山陽
よう

子
こ

園長は、「火は大切ですが、間違っ
たことをすると怖いもの」と園児たちにあいさつ。園
児たちは「絶対に火遊びはしません」と誓いました。
　市民の皆さまも、火の元には十分ご注意ください。

　長年にわたり地域福祉活動に取り組んできた「白石
市赤十字奉仕団」が、日本赤十字社宮城県支部（村

むら

井
い

嘉
よし

浩
ひろ

支部長）から表彰され、２月 18 日、鈴
すず

木
き

恒
つね

秋
あき

団
長（写真左）が市役所を訪れ風間市長に報告しました。
　鈴木さんは団を代表し、「これからも地域のために
全力を尽くしたい」と話しました。

白石市スポーツ少年団　団員募集

種　目 団　名 練習日時 練習場所

野　球

青麻少年野球クラブ 土・日　9:00 ～ 12:00 深谷小グラウンド
大平少年野球クラブレインボー 第1・3・5土・日 8:30～12:00、第2・4土・日 13:00～17:00 大平小グラウンド
大鷹沢少年野球クラブ 土・日　8:30 ～ 12:30 大鷹沢小グラウンド
越河少年野球クラブ 土 13:00 ～ 17:30、日 8:00 ～ 11:30 越河小グラウンド・体育館
白川少年野球クラブ 土・日 8:45 ～ 12:00 白川小グラウンド・体育館
白石少年野球クラブ 土・日 8:15 ～ 12:00 白石第一小グラウンド
白石ヨッシャーズ少年野球クラブ 土・日 8:30～12:00、 火・木 17:30～20:00（4月～10月） 青麻グラウンドほか
福岡少年野球クラブ 火・木  放課後、土 8:00 ～ 12:00 福岡小グラウンド

剣　道 蓮心館剣道 水・金 16:00 ～ 17:00 ひかり幼稚園ホール
バレーボール 白石サンダーズ 木 19:00 ～ 20:30、土 9:00 ～ 12:00 白石第一小体育館

サッカー
大平サッカークラブ 第1・3・5土・日 13:00～16:00、 第2・4土・日 9:00～12:00 大平小グラウンド・体育館
白石サッカー 木 19:00～21:00（4年生以上）、 土・日 9:00～12:00 白石第二小グラウンド
FC白石ジュニアーズ 土・日 13:00 ～ 15:00 白石第一小グラウンドほか

柔　道 白石三省塾柔道 月・水・金 18:00 ～ 20:00 白石三省塾道場

空手道
白石空手道 水・土 18:30 ～ 20:00 白石中学校武道館
斎川空手道 月・木 18:30 ～ 20:00 斎川小体育館・斎川公民館
極真館白石道場 火・金 19:00 ～ 21:00 白石中学校武道館

ソフトテニス
白石ソフトテニス 土または日　9:00 ～ 11:00 益岡公園テニスコート
福岡Jrソフトテニスクラブ 月・木18:30～20:30、第2・4土9:00～12:00、月に1～2回日曜 益岡公園テニスコートほか

ドッジボール アルバルクキッズ 月・水 18:00 ～ 20:30 白石第二小体育館

申し込み・問い合わせは　各団またはスポーツ少年団本部（事務局：生涯学習課　☎ 22-1343）

地域とともに歩む
2011.4.4「大平放課後児童クラブ」がオープン

　

４
月
４
日
、
大
平
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
開
所
式
が
同
小
体
育
館
内
の
児
童

ク
ラ
ブ
教
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
平
地
区
へ
の
児
童
ク
ラ
ブ
設
置

は
、
大
平
地
区
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
か

ね
て
か
ら
の
願
い
で
し
た
。
平
成
22
年

８
月
、
大
平
公
民
館
運
営
会
議
臨
時
総

会
で
「
地
元
の
子
ど
も
は
地
元
で
育
て

た
い
」
と
い
う
大
平
地
区
の
皆
さ
ん
の

思
い
が
決
め
手
と
な
り
、
大
平
地
区
の

児
童
ク
ラ
ブ
は
民
営
に
よ
り
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
９
月
に
は
、
大
平
公
民
館
運
営

会
議
や
大
平
小
の
先
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市

担
当
者
な
ど
で
構
成
す
る
開
所
準
備
委

員
会
を
設
立
。
以
後
、
10
回
以
上
の
会

議
を
経
て
よ
り
よ
い
在
り
方
を
模
索
し

て
き
ま
し
た
。

　

開
所
準
備
委
員
会
の
永な

が

井い

義よ
し

雄お

委
員

長
は
開
所
式
で
、「
準
備
に
当
た
っ
た

委
員
会
、
小
学
校
の
先
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
運
営
を
す

る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
風
間
市

長
は
、「
こ
の
ク
ラ
ブ
は
公
助
に
頼
ら

な
い
、
共
助
の
精
神
の
現
れ
。
準
備
に

当
た
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も

１- ２_ 久しぶりの再会で楽しく遊ぶ児
童たち　３_ 開所式に出席した大平小の
児童たち　４_ 大平公民館運営会議の永
井義雄会長。開所準備委員会の委員長
として、住民と市のパイプ役を務めま
した　５_ クラブが置かれる大平小の体
育館　６_ 指導員を務める制野恵理沙さ
ん。自身も大平小の卒業生

　大平小学校に放課後児童クラ
ブができました。上級生として
下級生の面倒を見てちゃんと
やっていきたいと思います。

大平小学校６年

　大
おお

野
の

　誠
まこと

　さん

に
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

指
導
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
保
育

す
る
制せ
い

野の

恵え

り

さ
理
沙
さ
ん
は
、「
子
ど
も

た
ち
が
素
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら
れ
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
家
の
よ
う
な
存
在
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
に
は
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
28
名
が
登
録
し
、
子
ど
も
た
ち
の
保

育
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
と
行
政
が
良
好
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
な
が
ら
児

童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
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放課後児童クラブ：児童福祉法に基づき、労働などの事情により昼間保護者が家庭にいない小学
生の児童を放課後や長期休暇中、保護者に代わって行う保育。全国で 18,479 カ所設置。登録児
童数は 807,857 人（平成 21年 5月 1日現在：厚生労働省雇用均等・児童家庭局育成環境課調べ）
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募集します
　地域づくりに取り組む、小規模で
新しい団体を支援します。
●対象団体（①～⑤すべてに該当）
①恒常的にコミュニティ活動に貢献
が期待できる団体
②営利や宗教・政治活動を目的とし
ない団体
③構成員５人以上の小規模な団体
④上部組織の傘下にない団体
⑤組織されて５年未満の団体（設立
５年以上でも、新規事業について
は対象となる場合があります）
●補助金額　100,000 円以内
　　　（対象事業費の２分の１以内）
●補助期間　原則３年間
●申請期間　６月 20 日（月）まで
【事業例】
①地域行事等に参加するため、楽器
　や衣装等を購入する。
②地域の緑化活動を行うため、種苗
　や肥料、清掃用具等を購入する。
●申請・問い合わせ先
企画情報課　☎ 22-1324

地域コミュニティ育成支援事業
（やる気応援事業）を活用しませんか？

～自ら行う介護予防～
　運動と認知症予防を組み合わせた
教室です。認知症予防に興味・関心
のある方は、ぜひご参加ください。
頭と身体を楽しく動かしましょう！
●対象　要介護・要支援認定を受け
ていない 65 歳以上の市民の方で、
継続して参加できる方（申込時に、
病歴などを確認します）。
●開催期間および開催日
６月９日（木）～８月 11 日（木）
※全 10 回、毎週木曜日開催。
●時間　13:30 ～ 15:30
●場所　介護予防センター
●定員　25 人（申し込み順）
●受講料　無料。ただし、傷害保険
料 1,000 円程度は自己負担。
●内容　ストレッチ体操やバランス
運動、創作活動、脳トレーニング
●申込受付期間・時間（期間厳守）
５月 16 日（月）～ 31 日（金）
●申し込み・問い合わせ先
健康推進課　☎ 22-1362

いきいき健康教室
～認知症予防編～受講生募集

　地域農業を活性化させようとす
る、意欲ある活動を支援するための
事業です。ぜひご応募ください。
●対象団体　農家組合・農業法人・
農林業関係任意組合・団体（３戸以
上）、森林組合で地域農林業の活性
化への貢献が期待できる団体
●対象事業　他の補助を受けていな
い団体で、次のいずれかに該当する
事業（補助期間は３年以内）
①産地拡大推進型事業　新たな農林
産物・加工品の導入・拡大、地産地
消、グリーンツーリズムの推進を実
施して産地拡大を図り、地域農業を
発展させようとする事業
②集落環境保全型事業　農村環境や
生活環境などの保全につながる減農
薬・減化学肥料、有機農産物、環境
保全活動などへの取り組みや、有害
鳥獣被害防止に必要な事業
③集落営農促進型事業　集落営農を
促進させるために必要な団地化や、
品質向上・省力化などの事業
●補助率   ソフト事業の場合は補助
対象経費の２分の１以内、ハード事
業の場合は３分の１以内
●補助限度額  １団体 500,000 円
●申請期間　６月 30 日（木）まで
●申請・問い合わせ先
農林課　☎ 22-1253

地域農業いきいき推進事業
に参加しませんか？

　気も心も癒やされる、人体内の気
血機能を高める養生法です。身体を
動かしながら痛みや悩み、エステ、
栄養などに関する体験講座です。
●開催日および開催場所
①ふれあいプラザ：５月９日・13 日、
６月 13 日・27 日（すべて月曜日）
②福岡公民館：５月 17 日・31 日、
６月７日・21 日（すべて火曜日）
●時間　①②ともに 13:30 ～ 15:00
●定員　各20人～30人（申し込み順）
●参加費　1,000 円（月２回分）
●申込締め切り日　
①５月６日（金）、②５月 14 日（土）
※動きやすい服装でタオルをご持参
ください。
●申し込み・問い合わせ先
柏
かしむら

村・佐
さ く ま

久間　☎ 090-4559-9292

総身健康医学体験学習会
参加者募集

　白石城や武家屋敷を訪れるお客さ
まに、ボランティアで施設の説明や
案内をしていただける方を募集しま
す。ぜひご応募ください。
●対象　４月～ 11 月までの土・日・
祝日にご協力いただける方
●申し込み・問い合わせ先
白石城管理事務所　☎ 24-3030

白石城ボランティア
観光ガイド募集

　平成 23 年度から毎月第 3水曜日
の開催となります。
●日時　５月 18 日（水）13:30 ～
●場所　介護予防センター
●内容　座談会
●参加費　100 円（資料代など）
●申し込み・問い合わせ先
介護老人保健施設 清風　☎ 22-2110
地域包括支援センター　☎ 22-1361

認知症高齢者家族のつどい

　「白石市次世代育成支援行動計画」
は、市民の皆さまが安心して子ども
を産み、次代を担う子どもたちが健
やかに成長できるまちを目指して策
定した、子育てに関する総合的な計
画です。
　本市では、この計画に基づいて各
種事業を推進しています。今回、昨
年度の実施状況と本年度の実施計画
をまとめました。ご覧になりたい方
は、市庁舎１階子ども家庭課にお越
しください。
問子ども家庭課　☎ 22-1363

白石市次世代育成支援行動
計画をご覧ください

■軽自動車税の賦課対象者
　平成 23 年４月１日現在で、原付
きバイクや農耕作業車、小型特殊自
動車、軽二輪車、軽四輪車、二輪小
型自動車などの軽自動車を登録して
いる方に、１年分の軽自動車税が課
税されます（※）。
　平成 23 年度の納税通知書を５月
上旬に発送する予定です。納期限は
５月 31 日（火）ですので、早期の
納付にご協力をお願いします。
※４月２日以降に廃車・名義変更手
続きを行っても、月割りでの課税・
還付はありません。
■軽自動車税の減免
　身体に障害のある方などが所有す
る軽自動車で、もっぱら通学（通所）
や通院、仕事のために使用する車両
は、障害の種類や等級により減免が
受けられる場合があります。該当の
有無を確認の上、５月 24 日（火）
まで申請してください。詳しくは、
お問い合わせください。
●申請に必要なもの
　納税通知書、身体障害者手帳、運
転免許証、車検証、印鑑
※普通自動車税（県税）の減免を受
ける場合は、軽自動車税の減免を
受けることはできません。
●申請・問い合わせ先
　税務課　☎ 22-1313
※被災した車両の課税は、15 ペー
ジをご覧ください。

軽自動車税の納付は
お早めに !

～楽しく健康づくりをしませんか～
　自分の健康づくりはもちろんのこ
と、家族の健康や地域の健康につい
て学習する教室です。男女問わず、
多くの方のご参加をお待ちしていま
す。ぜひお申し込みください。
※この教室は、白石市食生活改善推
進員（ヘルスメイト白石）の養成
講座を兼ねています。
●開催日（全７回）　
６月８日（水）、７月１日（金）・20
日（水）、８月２日（火）、９月２日
（金）・16 日（金）、10 月４日（火）
●時間　9:30 ～ 13:00 ごろ
●場所　健康センターなど
●定員　30 人（申し込み順）
●受講料　実習材料費の一部とし
て、1回の教室につき 300 円をご負
担いただきます。
●申込締め切り日　５月 31 日（金）
●申し込み・問い合わせ先
健康推進課　☎ 22-1362

保健栄養教室
受講生募集

　姉妹都市ハーストビル市（オース
トラリア）を訪問する、中学２年生
10 人を引率していただく方を募集
します。
●募集定員　１名
●派遣期間　７月 28 日（木）～８
月７日（日）の 11 日間
●応募資格　以下の条件にすべて該
当する、市内在住の成人の方
①国際理解や交流活動に興味・関心
を持ち、一定の日常英会話能力を
持つ、心身共に健康な方
②派遣期間全日程と事前研修（４～
５回）に参加できる方
③生徒を引率するにふさわしい人柄
と責任感を持ち、過去にこの事業
に引率を経験したことのない方
●選考方法　書類選考および面接
※面接の日時などは、申込者に直接
ご連絡します。
●応募方法　市庁舎４階学校教育課
備え付けの応募用紙に必要事項を記
入し、400 字程度にまとめた引率者
適性に関する自己紹介文を添えて提
出してください。
●申込受付期間　５月９日（月）～
16 日（月）※土・日を除く。
●申し込み・問い合わせ先
教育委員会学校教育課　☎ 22-1342

ハーストビル市中学生派遣
引率者募集

　宮城県内すべての住宅に、「住宅
用火災警報器」の設置が義務付けら
れています。まだ設置していない方
は、お早めに設置してください。既
に設置している方は、設置場所をも
う一度確認しましょう。
　火災警報器は作動しなければ意味
がありません。誤作動などがないか
定期的に点検をしましょう。
■悪質な訪問販売にご注意を！
　住宅用火災警報器の設置義務に伴
い、消防職員などを装って高額な火
災警報器を訪問販売する事例が発生
しています（消火器販売も同様）。
不審な点がある際は、はっきり断る
か、消防署までご連絡ください。
問白石消防署　☎ 25-2259

住宅用火災報知器の
設置はお済みですか？

～歌ものがたり「よだかの星」～
　今年は、マンドリン部とともに奏
でるステージや歌ものがたり「よだ
かの星」（宮沢賢治原作・萩京子作曲）
など、趣向を凝らしたプログラムで
白高合唱部ならではのステージをお
届けします。合唱部の天使の歌声聞
きに、ぜひお越しください。
　東日本大震災の被災者のための
チャリティー募金も実施します。
●日時　５月 15 日（日）14:00 開演
●場所　えずこホール（大河原町）
問同校合唱部　目

め

黒
ぐろ

　☎ 25-3154

第２回白石高等学校
合唱部定期演奏会

入場無料

　業務内容などの詳細はお問い合わ
せください（個人・法人は問いません）。
●申込締め切り日　５月 31 日（火）
●申し込み・問い合わせ先
白石市職員互助会事務局（総務課内）
☎ 22-1331

市庁舎地下食堂の業務委託者
を募集します

●日時　５月 28 日（土）8:00 ～
※雨天時は５月 29 日（日）に延期
●場所　白石川緑地陸上競技場
●参加資格　白石市・蔵王町・七ケ
宿町各小学校の４・５・６年生
●競技種目　① 80m：４年生男女、
② 100 ｍ：５・６年生男女、③ 80
ｍハードル：５・６年生男女、④４
× 100 ｍリレー：５・６年生男女、
⑤走り高跳び・走り幅跳び：５・６
年生男女、⑥ボール投げ（ソフトボー
ル公認１号球）：５・６年生男女
●参加料　300 円
●申込締め切り日　５月 16 日（月）
●申し込み・問い合わせ先
白石市陸上競技協会  岩

いわまつ

松  ☎・　25-0869

第27回全国小学生陸上競技
交流大会白石地区予選会

毎月第３日曜日は「家庭の日」。
家族みんなで過ごしましょう！
今月は５月15日です。 FAX
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　生活基盤の整備や福祉事業などのた
め、次の方々からご寄付をいただきまし
た。紙上からお礼申し上げます（敬称略）。
谷津實、菅野栄、村上喜一、半田きよ、菅野政
人、菅野好光、すぎのこ母親クラブ 会長 佐々木
とし子、大和ハウス工業㈱仙台支店 上席執行役
員・支店長 岡田恵吾、NECトーキン㈱白石事
業所 代表取締役 岡部政和、（社）宮城県自動車
協会 仙南地区自動車協会 会長 石川智博、平成
22年度いきいきEnjoy 教室 受講生一同、協業組
合 仙南環境公社 代表理事 山崎憲一、（財）宮城
ヤマザワ教育振興基金 理事長 山澤進、村上文男

国民年金の保険料
が変わりました

　国民年金の保険料が、本年４月分
から月額 15,020 円になりました。
■学生納付特例制度を受付中です
　学生納付特例は、在学期間中、毎
年申請が必要です。継続申請用の封
書が届いた方は、同封のはがきに必
要事項を記入の上、ポストに投

とう

函
かん

し
てください。
　新たに申請する方や平成 22 年度
に申請して継続申請用の封書が届か
ない方は、①学生証または在学証明
書、②年金手帳、③印鑑をお持ちの
上、市民課で手続きしてください。
※被災による減免は、14 ページを
ご覧ください。
問大河原年金事務所　☎ 0224-51-3113
　市民課　☎ 22-1312

出産育児一時金制度が
変わりました

　出産育児一時金制度は、出産に要
する経済的負担を軽減するため、一
定の金額が支給される制度です。
　平成 23 年４月以降、次の点が見
直されました。
①昨年度に続き、支給額は 42 万円
となります。ただし、在胎週数が
22 週に達していないなど産科医
料補償制度の加算対象でない場合
は、39 万円となります。
②昨年度に続き「直接支払制度（※
１）」を実施するとともに、小規
模施設（※２）などでの受取代理
（※３）」を制度化し、窓口での負
担軽減を図ります。
※１　出産育児一時金の請求と受け
取りを、加入者に代わって医療機
関などが行う制度
※２　年間の分べん件数が100件
以下、正常分べんの収入割合が
50㌫以上などの診療所・助産所
※３　出産育児一時金の請求を行う
際、出産する医療機関などへ直接、
一時金が支給される制度
問健康推進課　☎ 22-1362

市営白石駅前駐車場を
ご利用ください

　通勤や通学時の駐車場をお探しの
方は、市営の白石駅前駐車場をぜひ
ご利用ください。一時利用もできま
す（30 分以内は無料）。
●利用料（月額）　4,500 円
問都市整備課　☎ 22-1325

　白石市集中改革プラン（改訂版）
に基づき、事業の見直しを行い、４
月１日から次の通り贈呈金額・内容
を見直しました。
●贈呈金額
・第１子・第２子：10,000 円
・第３子以降：20,000 円
●贈呈内容　協同組合白石ゴールデ
ンシール会商品券を贈呈します。
※協同組合白石ゴールデンシール会
からも、誕生祝い金の１割相当分
の商品券を合わせて贈呈され、地
域全体で誕生を祝福します。
問子ども家庭課　☎ 22-1363

白石市誕生祝い金の
贈呈を見直しました

　敬老祝金支給事業は、高齢者に敬
老の意を表し、福祉の増進を図るこ
とを目的に行ってきました。しかし、
高齢化の進行に伴い、敬老祝金に要
する経費や、介護保険・高齢者福祉
事業に要する経費も増加する見込み
であることから、さらなる高齢者福
祉の充実を推進していくため、限ら
れた財源の配分を見直し、敬老祝金
の見直しを行いました。
　これまでの敬老祝金は、77 歳と
88 歳の方に支給してきましたが、
４月から支給対象を縮小し、88 歳
の方に「米寿祝金」を支給すること
に改めました。なお、100 歳の松竹
梅敬老祝金は変更ありません。
●見直し後の支給内容
①米寿祝金
　市内に１年以上住所を有する 88
歳の方に、10,000 円を贈呈します
（６月末までに贈呈）。
②松竹梅敬老祝金（変更なし）
　市内に３年以上住所を有する満
100歳を迎えた方に、30,000円から
300,000円を贈呈します（満100歳
を迎える誕生月に贈呈）。
※施設への入退所状況により贈呈額
が異なります。
問長寿課　☎22-1361

敬老祝金の贈呈を
見直しました

　健康保持増進のため、受診費用の
一部助成を本年度も実施します。
●助成対象者　白石市国保の加入者
で、下記のいずれかの年齢に該当し、
国保税を完納している方
・満40歳（昭和46年４月２日～
昭和47年４月１日生）

・満45歳（昭和41年４月２日～
昭和42年４月１日生）

・満50歳（昭和36年４月２日～
昭和37年４月１日生）

・満55歳（昭和31年４月２日～
昭和32年４月１日生）

●助成内容　被保険者1人につき
27,800円を助成（受診時の個人負
担額は10,000円）。ただし、オプ
ション検査費用は全額個人負担。
●検査機関　公立刈田綜合病院
●申請方法　保険証と印鑑を健康推
進課（健康センター１階）までお持
ちの上、申請してください。
●受診期間　平成 23 年５月～
●定員　60 人（申し込み順）
●その他　年度内１回の助成。なお、
人間ドックを受診した方は特定健康
診査を受ける必要はありません。受
診結果は本市にも提供され、特定保
健指導に活用することがあります。
問健康推進課　☎ 22-1362

～白石市国保加入者の皆さまへ～
人間ドックの費用を助成します

　３月 31 日から、大平森合字森合
沖の一部の区域で公共下水道への接
続ができるようになりました。該当
する区域の皆さまには、受益者負担
金や排水設備工事などについて個別
にお知らせします。
　下水道の処理区域になった日から
３年以内に接続される方は、資金の
一部を無利子で借り入れられる制度
があります。また、工事は市公認の
業者に直接ご依頼ください。
※既に公共下水道・農業集落排水
を使用できる区域にお住まいの方
で、まだ接続されていない方は、
早期の接続をお願いします。
問上下水道事業所　☎ 25-5522

公共下水道への接続が
新たに可能となりました

　農用地の流動化や面的集積を促進
するため、借り手農業者や貸し手農
業者に奨励金を交付する事業を平
成 18 年度より実施してきましたが、
本年５月 31 日をもって終了するこ
ととなりました。事業終了により、
平成 23 年度の交付対象は１月～５
月開催の農業委員会で承認され、始
期が平成 23 年５月 31 日までのもの
に限ります。なお、今後も契約期間
満了前の解約は補助金返還の対象と
なりますので、ご注意ください。
問農林課　☎ 22-1253

農用地利用集積奨励事業
を終了します

Diary～あの日、あの時～まちの話題

　２月21日、「第20回白石市スポーツ少年団交流大会」
をホワイトキューブで開催しました。今年の大会には、
柔道やバレーボール、野球、空手道の12団体に所属する
幼稚園児から中学生まで約210人が参加しました。
　大会前半は、所属する少年団の枠組みを超えて混成チ
ームを編成。円盤遊具でドッチボールをするドッジビー
と玉入れでは、ほかの少年団の選手と作戦を練りながら
ゲームに臨み、どの選手も楽しみながら交流を深めてい
ました。
　後半の大縄跳びとぞうきん掛けリレーは、各少年団対
抗で熱戦を展開。熱戦に次ぐ熱戦の末、優勝は「青

あおそ

麻少
年野球クラブ」。準優勝は「白石空手道」。第３位は「福
岡少年野球クラブ」という結果になりました。

楽しみながら交流を深める!
第20回白石市スポーツ少年団交流大会

▲楽しみながら交流を深める選手たち

　宮城県と県内市町村では、４月か
ら「みやぎっこ子育て家庭応援事業」
の名称を「みやぎっこ応援カード事
業」と改め実施しています。
●事業の概要　子育て家庭（中学生
までのお子さまや妊娠中の方がいる
家庭）が協賛店において買い物など
をした際に、「みやぎっこ応援カー
ド」を提示することで、協賛店が設
定するサービス（割引、景品プレゼ
ント、ミルク用のお湯の提供など）
を受けることができます。
●事業実施期間
平成23年４月～平成27年３月
●新カード配布方法
　就園・就学中のお子さまがいる家
庭には、各保育園・幼稚園・小中学
校を通して、また、在宅のお子さま
がいる家庭には郵送で３月に配布し
ています（妊娠中の方には母子健康
手帳交付時に配布します）。
　対象家庭でカードが届いていない
場合は、子ども家庭課までお問い合
わせください。なお、原則として対
象家庭に１枚の配布となります。
●協賛店舗　 協賛店は、店頭に張
ってあるステッカーが目印です。ホ
ームページでも紹介しています。
・パソコン用  http://sukumiya.jp
・携帯電話用  http://sukumiya.jp/m/
問子ども家庭課　☎22-1363

平成２３年度から「みやぎっこ子育て
家庭応援事業」がリニューアル！

城県と県内市町村 は ４月

▶
新
し
い
カ
ー
ド

今月号の「風間市長の風のささやき」「市民文芸」「市内イベント掲示板」「イ
ベントニュース」はお休みします。６月号は通常通り発行する予定です。

▲NECトーキン㈱からひこうせんに寄付
されたおもちゃで遊ぶ子どもたち



40Shiroishi_H23.541 Shiroishi_H23.5

　

仙
南
地
域
の
阿
武
隈
川
（
Ａ
）
と

蔵
王
連
峰
（
Ｚ
）
の
環
境
を
共
有
す

る
９
の
自
治
体
の
小
学
4
年
生
か
ら

6
年
生
約
40
人
で
構
成
さ
れ
る
「
Ａ

Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
」。

こ
の
事
業
は
、「
演
劇
」
と
い
う
参

加
性
の
高
い
表
現
形
態
を
生
か
し

て
、
積
極
的
に
地
域
と
の
一
体
性
の

確
立
を
目
指
す
も
の
で
、
平
成
5
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

演
出
を
手
掛
け
る
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｉ
座
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
俳
優
渡わ
た
べ部

ギ
ュ
ウ
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
演
技

だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
、

自
治
体
の
枠
を
越
え
て
深
い
人
間
的

な
絆
と
郷
土
の
共
有
意
識
を
育
ん
で

い
る
。

　

公
演
で
使
用
す
る
子
ど
も
た
ち
の

衣
装
や
舞
台
を
飾
る
大
道
具
・
小
道

具
は
、
メ
ン
バ
ー
の
保
護
者
で
構
成

さ
れ
る「
育
て
る
会
」が
中
心
と
な
っ

て
制
作
し
、
劇
団
の
活
動
を
支
え
て

い
る
。

　

そ
ん
な
保
護
者
の
活
動
を
応
援
し

支
え
て
い
る
の
は
、
演
劇
の
プ
ロ
た

ち
や
卒
業
生
、
家
族
な
ど
の
息
長
い

力
添
え
が
あ
っ
て
実
現
す
る
も
の

で
、
い
ま
に
た
ど
り
付
く
ま
で
に
重

ね
た
時
間
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

２
月
12
日
、
13
日
の
両
日
、
大
河

原
町
の
仙
南
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

（
え
ず
こ
ホ
ー
ル
）
で
第
18
回
公
演

「
ラ
ン
ド
セ
ル
の
不
思
議
な
旅
」
が

上
演
さ
れ
、
キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ

を
合
わ
せ
総
勢
１
７
０
人
の
心
を
一

つ
に
し
た
舞
台
が
、
詰
め
か
け
た
約

１
、２
０
０
人
の
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

脚
本
は
、
仙
台
市
の
劇
団
「
Ｏ
Ｃ

Ｔ
／
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
を
主
宰
す
る
石い
し
か
わ川

裕ゆ
う
じ
ん人
さ
ん
。
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ

て
し
ま
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
と
文
房
具

た
ち
。
そ
ん
な
ご
み
た
ち
の
奇
想
天

外
な
旅
の
物
語
。
文
房
具
や
ご
み
た

ち
の
目
線
で
人
間
と
文
明
を
物
語
っ

た
芝
居
の
ラ
ス
ト
は
、
ス
テ
ー
ジ

い
っ
ぱ
い
に
映
さ
れ
た
戦
場
の
映

像
。
泣
き
叫
ぶ
子
ど
も
た
ち
、
逃
げ

惑
う
大
人
た
ち
。
ラ
ン
ド
セ
ル
た
ち

は
そ
こ
で
生
き
る
こ
と
を
決
め
た
。

戦
場
に
な
っ
て
い
る
国
や
貧
困
で
教

育
を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

が
、
こ
の
世
界
に
は
多
く
い
る
。
こ

の
ラ
ス
ト
を
決
め
た
の
は
、
渡
部
さ

ん
と
子
ど
も
た
ち
だ
と
い
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
思
い
を

自
分
の
言
葉
で
語
る
演
劇
を
学
び
な

が
ら
交
流
を
図
り
、
自
分
た
ち
で

テ
ー
マ
や
役
の
心
理
を
探
り
な
が

ら
、
自
ら
考
え
る
力
を
身
に
付
け
、

物
質
文
明
が
行
き
着
い
た
果
て
の
社

会
で
ま
っ
と
う
な
心
を
取
り
戻
す
た

め
の
旅
を
「
表
現
」
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
全
身
が
映
し
出
さ

れ
た
感
動
の
舞
台
は
、
観
客
の
胸
を

熱
く
し
、
幕
が
下
り
て
も
歓
声
が
上

が
り
、
会
場
全
体
を
共
振
さ
せ
た
。

　

演
劇
が
生
み
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
他
者
に
共
感
す
る
心
を

通
じ
て
、
人
と
人
と
を
結
び
付
け
、

相
互
に
理
解
し
、
尊
重
し
合
う
土
壌

を
提
供
す
る
。
そ
し
て
、
人
々
が
協

働
し
、
共
生
す
る
地
域
社
会
の
基
盤

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

仙
南
地
域
が
誇
る
「
Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ

ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
」。
卒
業
生
は

総
勢
２
０
０
人
を
超
え
、
自
治
体
の

枠
を
越
え
た
こ
の
交
流
と
絆
は
、
新

し
い
文
化
の
息
吹
と
な
っ
て
い
る
。

「
共
同
作
業
を
通
し
て
考
え
て
行
動

す
る
力
や
、
互
い
に
認
め
合
い
支
え

合
う
仲
間
づ
く
り
は
、
生
き
方
の
教

育
。
こ
れ
は
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も

の
」
と
、
渡
部
さ
ん
は
言
う
。

　

自
分
自
身
を
魅
力
的
に
表
現
し
、

他
者
の
言
葉
・
動
き
を
受
け
止
め
な

が
ら
ひ
と
つ
の
演
劇
を
創
っ
て
い
く

過
程
は
、
地
域
を
作
っ
て
い
く
過
程

と
共
通
点
が
多
い
。

　

将
来
の
仙
南
地
域
が
ど
う
育
っ
て

い
く
の
か
、 

舞
台
上
の
子
ど
も
た
ち

を
見
る
と
楽
し
み
に
な
る
。
仙
南
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
熱
い
声
援
を
送

り
続
け
た
い
。

｜
自
治
体
の
枠
を
越
え
た
絆

｜
子
ど
も
た
ち
を
支
え
続
け
る
育
て
る
会

｜
新
し
い
文
化
の
息
吹

｜
ラ
ン
ド
セ
ル
と
不
思
議
な
旅

AZ9AZ9

　

３
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日

間
、「
第
30
回
公
民
館
ま
つ
り
」
が

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

歌
や
踊
り
、
書
道
、
絵
画
な
ど
生

涯
学
習
に
取
り
組
む
方
た
ち
が
１
年

間
の
成
果
を
発
表
・
展
示
す
る
こ
の

ま
つ
り
。
中
央
公
民
館
の
新
築
落
成

記
念
行
事
と
し
て
、
昭
和
57
年
に
第

１
回
が
開
催
。
そ
れ
以
降
、
四
半
世

紀
を
超
え
て
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
携
わ
っ
て
き
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
発
表
す
る
団
体
、
制

作
物
を
展
示
す
る
団
体
、
そ
れ
を
脇

で
支
え
る
実
行
委
員
…
。
自
分
た
ち

の
発
表
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
つ
り
全
体

の
成
功
の
た
め
に
、
参
加
者
自
身
が

ま
つ
り
を
楽
し
ん
だ
。
ス
テ
ー
ジ
で

発
表
し
た
団
体
は
、
発
表
前
の
緊
張

感
と
発
表
後
の
さ
わ
や
か
な
満
足
感

を
味
わ
い
、
展
示
し
た
団
体
は
、
来

場
者
と
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一

堂
に
集
ま
る
こ
の
ま
つ
り
。
ほ
か
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
な
い
、
ま
さ
に
「
市

民
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ
る
。

　

一
つ
の
趣
味
や
活
動
に
、
世
代
の

枠
を
越
え
て
人
が
集
ま
り
、
数
多
く

の
人
と
人
を
つ
な
げ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
ま
つ
り
は
人
に
目
標
を
与

え
て
い
る
。
目
標
は
人
を
動
か
し
、

人
を
い
き
い
き
と
さ
せ
る
。
こ
の
活

気
は
間
違
い
な
く
白
石
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

AZ9

｜
老
若
男
女
が
公
民
館
に
集
う

AZ9

A
Z9

AZ9AZ9

AZ9

第
30
回
公
民
館
ま
つ
り

Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
第
18
回
公
演

心をひとつに　
練習の成果を披

露！

らんま先生の実
験！　ｅｃｏサ

イエンスショー
実験！ ｅｃｏサイエン

スシ科学とエコと大
道芸の融合に観

客はくぎ付け！

The 30th C
om

m
unity C

enter Festival

The 18th A
Z9 Junior A

ctors Perform
ance

ＡＺ９ジュニア
・アクターズ　第18回

公演「ランドセ
ルと不思議な旅」



Shiroishi Marketしろいしフレッシュマーケットだより

５．百姓市場
●販売日時：毎週火・日曜日　10:00 ～13:00
●場　　所：ポーチパーク内
●問い合わせ：佐

さ

久
く

間
ま

義
よし

昭
あき

　☎25-6836

２．羽山朝採り市
●販売日時：毎週土曜日　9:00 ～12:00
●場　　所：犬卒都婆公会堂前
●問い合わせ：小

お

畑
ばた

　胖
ゆたか

　☎27-2236

７．軽トラ市
●販売日時：毎週金曜日　9:00 ～ 12:00
●場　　所：すまｉ

い

るひろば
●問い合わせ：四

し

竈
かま

　☎29-2451、山
やま

田
だ

　☎26-1345

６．青っ葉市直売所
①ポーチパーク内
●販売日時：毎週水・土曜日　9:00 ～13:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
●販売日時：毎週水曜日　9:00 ～12:00
③いきいきプラザ
●販売日時：毎週土曜日　9:00 ～12:00
※スーパービック白石店でも販売しています。
　ぜひ、ご利用ください。
●問い合わせ：大

おおつき

槻　久
ひさ え

江　☎25-8572

※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。
※しろいし産の新鮮な旬の野菜や花、漬物、放し飼い卵などを販売しています（直売所により品ぞろえは異なります）。

●今月の旬の野菜　　　山菜、キャベツ、新たまねぎ　など

４．小原いきいき直売所
　小原いきいき直売所は、当分の間、お休みします。
　材木岩公園・検断屋敷は見学可能です（一部立ち入
り禁止個所あり）。農家レストラン「そば処小原なごみ
茶屋」と売店は４月29日（祝）から再開予定です。
●場　　所：小原材木岩公園
●問い合わせ：検断屋敷　☎29-2760

１．バーバ工愛市（クラブいち）
①JAみやぎ仙南白石地区事業本部構内
●販売日時：毎週水曜日　9:00 ～ 12:00
②JAみやぎ仙南福岡支店構内（アグリハウス）
●販売日時：毎週土曜日　9:00 ～ 12:00
●問い合わせ：JAみやぎ仙南女性部
　　　　　　　白石地区バーバ工愛市　☎25-3531

３．小十郎の郷【毎日営業！】
　会員随時募集中です！
●販売時間：10:00 ～16:00
●場　　所：白石地方卸売市場跡地（福岡長袋字八斗蒔地内）
●問い合わせ：NPO小十郎まちづくりネットワーク
　　　　　　　志

し

村
むら

　☎25-2814

石市農産物直売所連絡協議会加盟店
を１枚の地図で紹介する「白石市の

農産物直売所マップ」が、３月に完成し
ました。マップには市内11カ所、８団体
の直売所情報がかわいらしいイラストと
ともに紹介されています。マップを手に、
各直売所自慢の野菜などを巡ってみては
いかがですか？
　マップは、各直売所や白石駅観光案内
所、市役所で配布しています。
　同協議会は、地産地消を推進していま
す。会員も募集していますので、市内で
直売活動をされている方などで興味のあ
る方は、気軽にお問い合わせください。
問農林課　☎22-1253

８．馬牛沼産直センター【定休日：毎週月･水･金曜日】
●販売日時：毎週火・木・土・日曜日
　　　　　　10:00 ～17:00
●場　　所：国道４号沿い馬牛沼付近
●問い合わせ：馬牛沼産直センター
　　　　　　　☎25-0520
●メールアドレス：bagyunuma@yahoo.co.jp

「白石市の農産物直売所マップ」が完成しました！

▲直売所マップで白石の農産物をＰＲ！

白
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　２月24日、宮城学院女子大学の相
そう

馬
ま

月
つき

子
こ

さんが、昭和19
年から21年までの白石高等女学校（のちの白石女子高校）
の「公文書綴り」を資料集としてまとめ、白石高校（千

ち

田
だ

芳
よし

文
ふみ

校長）に贈呈しました。文書を編集する中で相馬さんは、
「日常生活の文書ですが、戦争を抜いては語れない文面ばか
りでした」と話しました。戦時中の学校の公文書が残ってい
るのは全国的にも珍しく、今後、「挺

てい

身
しん

隊」や「学徒勤労動員」
といった戦時中の実態を調べる資料として期待されます。

戦時中の女学校の実態解明に!

▲千田校長（右）と武田教育長に資料集を手渡す相馬さん

女子大生が白石高等女学校の「公文書綴
つづ

り」を編集

　東町にあるトーカドエナジー（株）（本社：東京都）の白
石工場を建て替えることになり、２月27日に地鎮祭が行わ
れました。昭和47年に創業した同社は、平成４年に白石工
場を開設。エコビジネスで世界的に注目を集める「リチウム
イオン電池パック」などの開発・生産を手掛けています。
　出席した藤

ふじ

川
かわ

毅
たけし

代表取締役社長は「白石という美しいま
ちで、高付加価値の創造、社会に必要とされる工場を目指
します」とあいさつ。新工場は本年11月に完成予定です。

新工場で白石から世界に発信!
トーカドエナジー（株） 白石工場建替工事地鎮祭

▲工事の安全を祈願する関係者の皆さん

　２月24日、白石市スポーツ少年団本部主催の「ベガルタ
仙台サッカー教室」がホワイトキューブで開催されました。
教室には、市内の小学生約50人が参加。低学年、中学年、
高学年の３つのグループに分かれ、リフティングやドリブ
ル、パスなどの練習を行った後、ミニゲームを通して基本
技術を学びました。参加した児童は「プロからボールさば
きを分かりやすく教えてもらってとてもうれしかったです」
と話してくれました。

サッカー好き小学生がプロから学ぶ!
ベガルタ仙台サッカー教室

　２月21日、白石第一小の全校児童で組織する「白一小青
空児童会」が、介護老人保健施設「清風」に車いす１台を
寄贈しました。式には、同会のボランティア委員会の児童
３人が参加。児童の代表が「お役に立てればうれしいです」
とあいさつ。車いすに試乗した利用者は「座り心地が良く
とても楽です」と話しました。同会は、平成15年度から資
源回収したアルミ缶を換金して車いすを購入。市内の福祉
施設などに寄贈する活動を続けています。

資源回収活動の収益で車いすを購入
白石第一小の青空児童会が介護老人施設に寄贈

▲購入した車いすを寄贈する児童たち

▲コーチから基本技術を学ぶ児童たち



チビッコ美術館

●いじめ相談（アイライン）
Eメール　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています（毎週月～金　8:30～16:30）。
いじめ問題等対策室（教育委員会内）　☎22-1350

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●高齢者総合相談（事前連絡必要）
毎週月～金　8:30～ 17:15
①地域包括支援センター（総合福祉センター内）
　☎22-1361（長寿課兼用回線）
②在宅介護支援センター茶園　 ☎25-9955
③在宅介護支援センター八宮　 ☎24-5222

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●DV・セクハラ相談（事前連絡必要）
毎週月･水･金　9:00～17:00
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。　☎22-6035

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@posh.jp」あてに空メールを送信して、
案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの方は、
右のバーコードをご利用ください。

※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（☎22-1331）へ

※今月の定例相談は、35ページに掲載しています

文義さん、幸子さ
んご夫妻の長女（

緑が丘）

パパからひとこと
明るい素直な
子になってね

ママからひとこと
心やさしい

女の子になってね

髙橋　来未ちゃん
たかはし　　

くる　み

わが家の
アイドル

　ふみよし　　　
　　　さちこ

越河小２年生の皆さん「かたちあそび」

軽自動車税（１期）の納期です。５月は

　仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。
●日時　５月25日（水）・26日（木）
　　　　17:30～19:30（市税は17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室・会計課ほか

「夜間収納総合窓口」開設（市で取り扱うすべての税金・料金の納付）
※固定資産税（１期）は、６月に納期が変更となります。

市内の交通事故　３月１日～31日　※（　）は平成23年１月からの累計
■発生件数 45件（ 177件） ■死亡者数 1人（ 1人）
■負傷者数 5人（ 22人） ■物損件数 41件（ 158件）

市内の交通事故　２月１日～28日　※（　）は平成23年１月からの累計
■発生件数 58件（ 132件） ■死亡者数 0人（ 0人）
■負傷者数 8人（ 17人） ■物損件数 52件（ 117件）

【訂正とお詫びについて】
　広報しろいし３月号の「市内の交通事故」の件数（１月１日～31日）に誤りが
ありました。正しくは下記の通りとなります。お詫びして訂正いたします。
■発生件数 74件（ 74件） ■死亡者数 0人（ 0人）
■負傷者数 9人（ 9人） ■物損件数 65件（ 65件）

■人　　口　37,553人（２月末比）－166人
　　　　　　男18,366人　　女19,187人
■世 帯 数　13,892世帯　　■出生件数　12件
■死亡件数　69件

■人　　口　37,719人（１月末比） －26人
　　　　　　男18,463人　　女19,256人
■世 帯 数　13,915世帯　　■出生件数　23件
■死亡件数　45件 ※住民基本台帳から、2月28日現在

※住民基本台帳から、３月31日現在

★
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　３月１日、白石高等学校の「第１回卒業式」と専攻科
看護科の「第１回修了式」が、同校のアリーナで開催さ
れました。昨年４月、男子校の旧白石高等学校と女子校
の旧白石女子高等学校が統合して共学となってから、初
の卒業式となったこの日。全日制課程351人、定時制課程
七ヶ宿校14人、専攻科看護科28人の計393人が、それぞ
れの思いを胸に新たな旅立ちを誓いました。
　千

ち だ

田芳
よしふみ

文校長は卒業生に、「統合をスムーズに進めてく
れたように、変化の時代を切り開いてほしい！」と式辞。
在校生代表の齋

さい

藤
とう

光
こう

馬
ま

さんが「伝統のバトンを確かに受
け取りました」と送辞を述べ、卒業生代表の我

あがつま

妻克
かつ

哉
や

さ
んは、「夢の実現のために一歩一歩進んでいきます」と力
強く答辞を述べました。新たな歴史の１ページを刻んだ
同校。卒業生も在校生も、新たな階段を歩み始めました。

変化の時代を切り開け！  ～白石高等学校で第１回卒業式～
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